
備 考

図 書 館 専 門 職 員

―　科目 ―　科目―

合　　　　計

教育
課程

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

大学院看護学研究科

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

新設学部等の名称
講義

人

計

新

設

分

計

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

修業
年限

収容
定員

4

医学部
医学科

70
70

人

新 設 学 部 等 の 名 称
入学
定員

計

計

医学部　医学科

講師准教授
学　部　等　の　名　称

教授

該当なし

―　　　　単位

（）

（）

(5)

看護学部　看護学科

3

42

(12)

9 1

55人 41人

(-)

―　科目

実験・実習

石川県河北郡内灘町字
大学１丁目１番地

開設する授業科目の総数

年次

人

助教

計
卒業要件単位数

兼 任
教 員 等

専任教員等

演習

―　科目

助手

同上

—
934

（940）
177

（180）

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

該当なし

新
設
学
部
等
の
概
要

6 107
（110）

年

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

令和2年4月
第1年次

学士(医学)

— 学士(看護学)

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

—

280
280

654
（660）

所　在　地

看護学部
看護学科

平成19年
第1年次

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｶﾅｻﾞﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

金沢医科大学（Kanazawa Medical University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　金沢医科大学

基　本　計　画　書　(案）

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

金沢医科大学の平成30年度医学部入学試験において不利益を被った一部の受験生へ
の救済措置として実施した平成31年度の定員超過について、その後の2年間入学定員
減の措置で対応するため、令和２年度以降の入学定員及び収容定員を変更したい。

大 学 の 目 的

金沢医科大学は、教育基本法並びに学校教育法に基づき、医学・看護学に関する理
論と応用とを教授研究し、医の倫理に徹して日進月歩の医学の進展に対応し得る有
能な医師並びに保健医療及び福祉に貢献できる看護職者を育成することを目的とす
る。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ｶﾅｻﾞﾜｲｶﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地

(3)

413

(4)

3

45

計

1,660

(68) (275)

(45)

兼　　任

207人 68人

(637)(1,660)
計

4

1,404

職　　　種

事 務 職 員

専　　任

(153)

153

(207)

(1,404) (413)

一般教育機構

275人

(1,817)

(198)

2,297

(2,297)

7

(7)

198

1,817

637

大学院医学研究科

（）

(6)

（）

6

（）

（） （）（） （）

238 493

総合医学研究所

(12)

5

(55)

416人226人

(3) (5) (9) (1)

-

（）

(68)(72)(115) (238) (493)

（） （）

(115) 

68

（）

（）

（）

72

（）（）

115

（） （）

18 0 4

7

(7)

3

(17) (3)

(4)

6 -

(-)

(0)(18)

12

(493) (6) 

183人94人

(94)

1人

2 12

(183)

14 8

5

7

115 493

9

(416) (1)

11

(226)(41)

(4)(7)

238

3 4 3 17

医学部医学科の今回の3
名の入学定員の減員は、
令和3年度までの臨時定
員減である。また、医学
部医学科の令和元年度に
おける収容定員は660名
である。

（）

(3)(3)

72

（）

(238) 

68

(11) (9) (14) (8) (42) (2)

(72) (68) 

（人）
107 657
107 654
110 654
110 654
110 654
110 654
110 657
110 660

令和８年度
令和９年度

入学
定員

収容
定員

令和２年度
令和３年度
令和４年度
令和５年度
令和６年度
令和７年度

1



附属施設の概要

　　　　　目的とする。
所 在 地：石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地
設置年月：昭和４９年９月
規 模 等：建物　89,748.83㎡
病院中央棟：地上５階地下１階、病院１号棟：地上１２階地下１階
病院２号棟：地上２階地下１階、病院３号棟：地上８階地下１階
診 療 科：３９科　　　　許可病床数：８３５床

目　　的：臨床に直結した研究推進及び研究支援

設置年月：平成元年４月
規 模 等：建物　5,815.04㎡

名　　称：総合医学研究所

所 在 地：石川県河北郡内灘町字大学１丁目１番地

所　在　地

大 学 の 名 称

6,000千円

第３年次

経費
の見
積り

5,500千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、医療収入、受託事業収入、雑収入等

5,000千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

大学院看護学研究科
看護学専攻

修業
年限

編入学
定　員

6

学位又
は称号

入学
定員

新設学部等の名称

合 計

67,592.98 ㎡

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

0.00 ㎡

0.00 ㎡

100,676.01 ㎡

67,669.50 ㎡

区　　　分

小 計

運 動 場 用 地

〔うち外国書〕

図書

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

2,906〔1,561〕

0.00 ㎡

（0.00 ㎡）

0.00 ㎡

冊

講義室

20室

演習室

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

67,669.50 ㎡

0.00 ㎡

188,239.52 ㎡

0.00 ㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡

0.00 ㎡0.00 ㎡

87,563.51 ㎡87,563.51 ㎡

（82,070〔43,798〕）

1室 0室

機械・器具視聴覚資料

（補助職員0人）

標本

校　　　舎

電子ジャーナル

33室

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

語学学習施設

306

188,239.52 ㎡

点

(3,980)

2,906〔1,561〕

そ の 他

共用する他の
学校等の専用

室

室　　　数

第６年次

体育館
テ ニ ス コ ー ト （ 4 面 ）

点

（82,070〔43,798〕）

図書館
収 納 可 能 冊 数

3,953〔2,327〕 18971

(18)

3,980

(971)（3,953〔2,327〕）

189 138,639

大学全体

82,070〔43,798〕　

面積

2,143.42  ㎡

計
18

(18)

3,980

計専　　用

52室

67,592.98 ㎡

（67,592.98 ㎡）（0.00 ㎡）（67,592.98 ㎡）

82,070〔43,798〕　

点種

学術雑誌

平成19
年度

人

4

大学院医学研究科
生命医科学専攻

4

情報処理学習施設

（補助職員0人）

区　分 開設前年度 第１年次 第５年次

（2,906〔1,561〕） (3,980)

3,953〔2,327〕

1,000千円 1,000千円

901,781千円

100,000千円

看護学部
看護学科

1,000千円

（2,906〔1,561〕）（3,953〔2,327〕） (971)

学士（医学）

第２年次

6,000千円

800,000千円

人

開設
年度

定　員
超過率

第４年次 第５年次

1.00 昭和47
年度

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金

医学部
医学科

11,000千円

第１年次

6,000千円

第６年次

設 備 購 入 費

同上

35 — 博士（医学） 0.56

12

140

平成27
年度

6 修士（看護学） 1.04

名　　称：金沢医科大学病院
目　　的：公衆保健に寄与するため患者の診療を行い併せて医学教育・研究を行うことを

既
設
大
学
等
の
状
況

石川県河北郡内灘
町字大学１丁目１
番地

倍

—

年次
人

— 660

同上

収容
定員

金沢医科大学

70 — 280 学士（看護学） 1.03

2

同上

昭和57
年度

110

年

学 部 等 の 名 称

面積

・各経費の見積
もりは大学全体
で算出。ただ
し、設備購入費
については、医
学部付属病院分
を含む。
・図書購入費等
には電子ｼﾞｬｰﾅ
ﾙ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの整
備費（運用ｺｽﾄ
含む）を含む

100,676.01 ㎡

33,006.51 ㎡

0.00 ㎡ 0.00 ㎡

計

33,006.51 ㎡

第３年次 第４年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

100,000千円

共　　用

第２年次

971

閲覧座席数

大学全体

800,000千円

126,226千円

835,336千円

1,000千円

27,000千円 27,000千円 27,000千円 27,000千円 27,000千円 27,000千円

103,610千円 100,000千円 100,000千円 100,000千円

800,000千円 800,000千円 800,000千円

 2,668.89  ㎡

1,000千円 1,000千円

2



別記様式第２号　（その２の１）

（医学部医学科）

必
修

選
択

自
由

講
義

演
習

実
験
・
実
習

教
授

准
教
授

講
師

助
教

助
手

総合人間科学Ⅰ 1前 2 ○ 1 2 1 兼2

総合人間科学Ⅱ 1後 2 ○ 1 4 6 兼3

大学基礎セミナー 1前 1 ○ 2 6 6 1 兼2

健康の科学Ⅰ 1前 1 ○ 1 1 ※講義

健康の科学Ⅱ 1後 1 ○ 1 1 ※講義

情報の科学Ⅰ 1前 1 ○ 1

情報の科学Ⅱ 1後 1 ○ 1

アカデミック・スキルズ 1前 1 ○ 1 1 ※講義

クリティカル・シンキング 1前 1 ○ 1 1 1

ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 1 1

統計入門 1前 1 ○ 1

生命の科学 1前 3 ○ 1 1 3 兼1

医療プロフェッショナリズム入門 1通 4 ○ 3 2 1 兼5 ※講義、演習

医療プロフェッショナリズムⅡ 2前 1 ○ 1 兼2 ※演習

医療プロフェッショナリズムⅢ 3通 2 ○ 2 1 兼8 ※講義、演習

医療と社会Ⅰ 1前 1 ○ 1

医療と社会Ⅱ 1後 1 ○ 1

医学英語Ⅰ－１ 1前 2 ○ 1 3

医学英語Ⅰ－２ 1後 2 ○ 1 3

医学英語Ⅱ 2通 3 ○ 1 3

医学英語Ⅲ 3通 1.5 ○ 2 1 2 兼7

人の行動と心理 1前 2 ○ 兼1

医学統計 1後 2 ○ 1 1

小計（24科目） - 38.5 0 0 - 3 5 9 1 0 兼25 -

人体の構造Ⅰ 1後 3 ○ 2 3 3 ※専門教育科目の

人体の構造Ⅱ 2前 4 ○ 2 2 4 単位数は、便宜上

発生学 2前 1 ○ 1 1 「時間数/30」の

組織学 2通 3 ○ 1 3 2 値を用いる

脳・神経・感覚器系 2通 2 ○ 1 1 1

呼吸器系 2前 1 ○ 1 2 1

心臓血管系 2前 2 ○ 1 2 1

腎・尿路系 2通 1 ○ 1 1 1

消化器系 2後 1 ○ 1

内分泌・生殖器系 2後 2 ○ 1 2 1

代謝と遺伝Ⅰ 1後 3 ○ 2 1 1 3

代謝と遺伝Ⅱ 2前 2 ○ 2 2 1 3

微生物学 2後 3 ○ 2 3 2

免疫学 2前 2 ○ 2 1 2

生体と薬物 2後 2 ○ 1 1 1

病態病理 2後 3 ○ 3 1 1 4

内科総論 3前 2 ○ 16 4 1 1

放射線総論 3前 1 ○ 4 2 3

外科総論 3前 1 ○ 6 1 1 4

血液・免疫系 3後 3 ○ 9 2

循環器系 3前 5 ○ 9 10 4 3

視覚系 3前 2 ○ 5 3 3

皮膚系 3前 2 ○ 2 2 2 2

呼吸器系 3通 4 ○ 11 5 7

感染症総論 3前 1 ○ 2 1

消化器系 3後 5 ○ 8 6 3 3

腎・尿路系 3前 3 ○ 7 2 3 1

麻酔・救急系 3後 2 ○ 1 4

耳鼻咽喉・口腔系 3後 2 ○ 4 3 2 1

内分泌・代謝系 4前 2 ○ 6 5 4 3

周産期・生殖器系 4前 3 ○ 6 3 6 5

成長と発達 4前 2 ○ 3 7 2

神経・精神系 4前 4 ○ 8 7

運動器系 4前 1 ○ 6 1 3 2

病態生理学 4後 1 ○ 1 5 1

臨床薬理学・薬物治療学 4前 1 ○ 1 2 1 1

腫瘍総論 4前 1 ○ 5 1 1

高齢医学 4通 1 ○ 3 1 4

死と法 4前 1 ○ 1 2

介護と在宅医療 4前 1 ○ 3 1 1 ※実習

診療参加型臨床実習入門 4後 2 ○ 1 1 1

医学・医療と社会 4通 2 ○ 3 1 1

臨床実習(4年次) 4通 15 ○ 66 34 23 156

臨床実習(5年次) 5通 47 ○ 66 34 23 156

臨床実習(6年次) 6前 15 ○ 66 34 23 156

集中講義 6通 5 ○ 35

小計（46科目） - 172 0 0 - 96 55 41 225 1 0 -

- 210.5 0 0 - 99 60 50 226 1 兼25 -

学士（医学）

2学期

15週（5年次のみ20週）

50分

医学関係

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授　業　期　間　等

学位又は称号 学位又は学科の分野

GPA2.0以上を基準とし、且つすべての科目の合格を基準とする。

なお、3年次標準試験、4年次共用試験（CBT,OSCE）、5年次標準試験、

6年次OSCEと標準試験合格を基準とする。単位の取得は学年制。

1学年の学期区分

1学期の授業期間

1時限の授業時間

合計（70科目）

人
体
の
正
常
構
造
と
機
能

生
体
の
機
能
と
反
応

人
体
の
生
理
的
変
化
、

病
態
、

診
断
、

治
療

診
療
の

基
本

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

教　育　課　程　等　の　概　要　(案）

科目
区分

一
　
般
　
教
　
育
　
科
　
目

基
礎
教
育
科
目
群

専
門
準
備
科
目
群

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

4



学校法人金沢医科大学　設置認可等に関わる組織の移行表（案）

平成３１年度 令和２年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

金沢医科大学 金沢医科大学
医学部 医学部

医学科 110 － 660 医学科 107 － 654 定員変更（△3）
　　（６年制） 　　（６年制）

看護学部 看護学部
看護学科 70 － 280 看護学科 70 － 280

計 180 940 計 177 － 934

金沢医科大学大学院 金沢医科大学大学院
医学研究科 35 － 140 医学研究科 35 － 140

（４年制D） （４年制D）
看護学研究科 6 － 12 看護学研究科 6 － 12

計 41 152 計 41 152







1 
 

金沢医科大学学則（変更案） 

 

   第１章 総則 

（目的及び使命） 

第１条 金沢医科大学（以下「本学」という。）は、教育基本法並びに学校教育 

 法に基づき、医学・看護学に関する理論と応用とを教授研究し、医の倫理に 

 徹して日進月歩の医学の進展に対応し得る有能な医師並びに保健医療及び福 

 祉に貢献できる看護職者を育成することを目的とし、医学・看護学の発展と 

 地域社会の医療開発、健康増進、福祉の向上に寄与することを使命とする。 

（自己点検・評価） 

第１条の２ 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び使命を達成 

 するため、教育研究等の活動状況について自主的に自己点検・評価を行い、 

 その結果を公表するものとする。 

２ 自己点検・評価の実施体制等については、別に定める。 

（学部及び学科） 

第２条 本学に医学部医学科及び看護学部看護学科を置く。 

（定員） 

第３条 医学部医学科にあっては入学定員１１０名、収容定員６６０名、看護 

学部看護学科にあっては、入学定員７０名、収容定員２８０名とする。 

 

   第２章 修業年限及び在学期間 

（修業年限） 

第４条 本学の修業年限は、医学部にあっては６年、看護学部にあっては４年 

 とする。 

（在学期間） 

第５条 在学期間は、次のいずれかの年限を超えることができない。 

（１）医学部  ①前条の修業年限の２倍の年数。ただし、第１８条第１項の 

        規定により入学した者については、同条第３項の規定により 

        定められた修業年限の２倍の年数。 

        ②第１・２学年併せて４年、第３・４学年併せて４年、第５・ 

         ６学年併せて４年。 

（２）看護学部 ①前条の修業年限の２倍の年数。 
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        ②第１・２学年併せて４年、第３・４学年併せて４年。 

 

   第３章 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第６条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

（学期） 

第７条 学年は、次の楽器に分ける。 

 （１）前期   ４月１日から ９月３０日まで 

 （２）後期  １０月１日から ３月３１日まで 

（休業日） 

第８条 休業日は次のとおりとする。 

 （１）日曜日   

 （２）国民の祝日 「国民の祝日に関する法律」（法１７８号）に基づく休日 

 （３）開学記念日  ６月１日 

 （４）旧業（春季、夏季、冬季）については別に定める。 

2 必要がある場合は、学長は前項の休業日を臨時に変更し、又は臨時の休業 

日を定めることができる。 

 

   第４章 教育課程及び履修方法 

（教育課程、履修方法及び単位の計算方法） 

第９条 教育課程は、医学部については別表１、看護学部については別表２の 

 とおりとし、その他履修に関し必要な事項は別に定める。 

２ 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要 

 とする内容をもって構成することを標準とし、次の基準によるものとする。 

 （１）講義及び演習については、１５時間から３０時間の授業をもって１単 

   位とする。 

 （２）実験及び実習については、３０時間から４５時間の授業をもって１単 

   位とする。 

（授業科目の評価） 

第１０条 授業科目の評価は、試験その他の審査によりこれを行う。 

２ 前項の試験及び審査の方法は別に定める。 

（授業科目の成績） 
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第１１条 授業科目の成績は、秀、優、良、可、不可の評語で表わし、秀、優、 

 良、可を合格とする。 

 

   第５章 入学 

（入学の時期） 

第１２条 入学の時期は、学年又は学期の始めとする。 

（入学資格） 

第１３条 本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とす 

 る。 

 （１）高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）を卒業した者 

 （２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者 

 （３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに 

   準ずる者で文部科学大臣の指定した者 

 （４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定 

   した在外教育施設の当該課程を修了した者 

 （５）文部科学大臣の指定した者 

 （６）高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒 

   業程度認定試験に合格した者（大学入学資格検定規程による大学入学資 

   格検定に合格した者を含む。） 

 （７）大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と 

   同等以上の学力があると認めた者で、１８歳に達した者 

（入学志願手続、入学検定料） 

第１４条 入学を志願する者は、所定の入学願書に別表３の入学検定料を添え 

 て所定の期日までに願い出なければならない。 

２ 既に納入した入学検定料は、返還しない。 

（入学者の選考） 

第１５条 入学を志願する者については、本学において選考を行う。 

２ 選考の方法は別に定める。 

（入学手続） 

第１６条 入学試験の合格者は、保証人２名を定め指定する期日までに誓約書、 

 その他入学試験要項において指定する書類を添えて学長に提出するとともに、 

 所定の学納金を納入しなければならない。 
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２ 前項に規定する保証人は、独立の生計を営む成年者で本学に対して当該学 

 生に関するいっさいの責任を負うことのできる者でなければならない。 

３ 第１項に規定する保証人のうち原則として１人は父母又はその他の親族と 

 する。 

４ 学長は、保証人が適当でないと認めたときは変更させることができる。 

（入学許可） 

第１７条 学長は、前条に規定する入学手続を完了した者に、入学を許可する。 

（編入学） 

第１８条 本学への編入学を志願する者があるときは、別に選考のうえ、これ 

 を許可することがある。 

２ 医学部の第１学年次後期編入学ができる者は、次の各号の一に該当する者 

 とする。 

 （１）４年制以上の大学を卒業した者 

 （２）４年制以上の大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得した者 

 （３）外国の大学を卒業し、日本の学士と同等の学力を有する者 

３ 前２項の規定により、入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単 

 位数の取扱い、その他必要な事項については、当該学部の医学部教授会の審 

 議を経て、学長が決定する。 

 

   第６章 休学、復学及び退学等 

（休学） 

第１９条 疾病又はその他の事由により三月以上修学を中止しようとする者は、 

 その事由を証明する書類を添え保証人連署の上、学長の許可を得てその学年 

 の終りまで休学することができる。 

（休学命令） 

第２０条 疾病その他の事由により、修学に適しないと認められる者に対して 

 は、学長は休学を命ずる。 

（復学） 

第２１条 休学者が復学しようとするときは、事由を具して学長に願い出て許 

 可を得なければならない。 

（休学期間） 

第２２条 休学期間は、通算２年を超えることができない。 
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２ 休学した期間は、在学期間に算入しない。 

（退学） 

第２３条 退学しようとする者は、事由を具し保証人連署のうえ、学長の許可 

 を得なければならない。 

（除籍） 

第２４条 学生が次の各号の一に該当するときは、当該学部の教授会の審議を 

 経て、学長はこれを除籍する。 

 （１）死亡又は行方不明の者 

 （２）第５条の期間を超えた者 

 （３）催告を受けてもなお授業料等を滞納した者 

 

   第７章 学納金 

（入学金及び授業料等） 

第２５条 入学金及び授業料等の額は、別表４のとおりとする。「授業料等」と 

 は、授業料、設備更新費及び教育充実費のことをいう。 

２ 医学部第１学年次後期編入学生の入学金及び授業料等の額は、別表５のと 

 おりとする。 

３ 授業料等は、別表６に定める期日までに納入しなければならない。 

４ 第１６条第１項に規定する「所定の学納金」とは、入学金及び授業料等を 

 いう。 

５ 既に納付した入学金は、返還しない。 

６ 既に納入した授業料等は、第１７条の規定により入学を許可された者が指 

 定の期日までに入学を辞退した場合を除き、原則として返還しない。 

（授業料等の減免） 

第２６条 学長は、特に優秀な学生に対して授業料等を減免することができる。 

２ 授業料等の減免に関する事項は、別に定める。 

（授業料等の分納、延納） 

第２７条 学長は、特別の事情のある学生に対しては、授業料等の分納又は延 

 納を許可することができる。 

２ 授業料等の分納及び延納に関する事項は、別に定める。 

（休学中及び停学中の授業料等） 

第２８条 休学中及び停学中の授業料等は、徴集する。ただし、学年の初日か 
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 ら末日まで休学する場合は、授業料、設備更新費の半額を返還する。 

 

   第８章 卒業及び学位 

（卒業） 

第２９条 本学において所定の修業年限以上在学し、所定の課程を修了した者 

 については、当該学部の教授会の審議を経て、学長が卒業を認定する。 

2 学長は、卒業を認定した者に対して卒業証書を授与する。 

（学位） 

第３０条 本学を卒業した者には、医学部においては学士（医学）、看護学部に 

 おいては学士（看護学）の学位を授与する。 

 

   第９章 賞罰 

（表彰） 

第３１条 学生として、学業、人物ともに優れ、他の学生の模範となる者に対 

 し、当該学部の教授会の審議を経て、学長は表彰することがある。 

２ 表彰に関する規程は、別に定める。 

（懲戒） 

第３２条 学生の懲戒は、当該学部の教授会の審議を経て、学長がこれを行う。 

２ 懲戒は、戒告、停学、退学とする。 

３ 前項の懲戒は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

（１）正当な事由がなくて出席が常でない者 

（２）本学の学則その他の規程に違反した者 

（３）本学の秩序を乱した者 

（４）性行不良で改善の見込みのない者 

（５）その他学生としての本分に反した者 

 

   第１０章 教職員の組織 

（教職員） 

第３３条 本学に次の教職員を置く。 

  学長、副学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技 

 術職員、その他。 

２ 前項の組織及び定員については別に定める。 
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   第１１章 教授会 

（教授会） 

第３４条 本学の各学部に、教授会を置く。 

２ 教授会は、医学部においては金沢医科大学医学部教授会規程第２条の規定、 

 看護学部においては金沢医科大学看護学部教授会規程第２条の規定により組 

 織する。 

３ 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べ 

 るものとする。 

 （１）学生の入学、進級及び卒業に関する事項 

 （２）学位の授与に関する事項 

 （３）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会 

   の意見を聴くことが必要なものとして学長が定める事項 

４ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長等（以下「学長等」 

 という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の 

 求めに応じ、意見を述べることができる。 

５ 教授会に関する規程は、別に定める。 

 

   第１２章 附属施設 

（図書館） 

第３５条 本学に図書館を置く。 

２ 図書館に関する規程は別に定める。 

（大学病院） 

第３６条 本学に大学病院を置く。 

２ 大学病院に関する規程は別に定める。 

（総合医学研究所） 

第３７条 本学に総合医学研究所を置く。 

２ 総合医学研究所に関する規程は別に定める。 

 

   第１３章 学則の改廃 

第３８条 この学則の改廃は、学長が発議し、当該学部の教授会の審議を経て 

 理事会の承認を得て、これを行う。 
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   附 則 

 この学則は、昭和４７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和４９年９月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５４年４月１日から施行する。ただし、第５条第２項

については、昭和５４年度入学学生からこれを適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５６年４月１日から施行し、昭和５５年１２月２５日

から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５７年５月２８日から施行し、昭和５７年４月１日か

ら適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和５９年４月１日から施行する。ただし、第２５条第１

項の改正規定については、昭和５８年度以前の入学学生については、各入学

年度ごとに定めたとおりとする。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６１年４月１日から施行する。ただし、第５条第２項

及び第２１条第１項の改正規定については、昭和６１年度入学学生からこれ

を適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６１年５月２６日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正学則は、昭和６３年４月１日から施行する。 
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２ 昭和５４年３月３１日以前に入学し、引き続き在学する者にかかる授業料 

 等の額は、なお、従前の例による。 

   附 則 

 この改正学則は、昭和６３年１１月１日から施行し、昭和６３年９月１２日

から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第２５条第３項

に規定する別表３のうち設備更新費については、昭和５７年度以降の入学学

生について適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成元年５月２９日から施行し、平成２年度入学学生から

適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成３年６月１日から施行する。ただし、第２５条第３項

に規定する別表３のうち設備更新費は、昭和５７年度以降の入学学生につい

て平成３年１０月１日から適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成３年８月１９日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成８年４月１日から施行する。 



10 
 

   附 則 

 この改正学則は、平成９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１０年６月１日から施行し、平成１１年度入学学生か

ら適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１２年６月１日から施行し、平成１３年度入学学生か

ら適用する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１３年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１４年４月１日から施行する。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成１５年４月１日から施行する。 

２ 第５条第２項の改正規定については、平成１５年度入学学生から適用する。 

３ 平成１４年度以前の入学学生で、第２３条により退学した者の再入学に関 

しては、なお、従前の例による。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１６年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１７年１月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則 
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 この改正学則は、平成１８年４月１日から施行する。ただし、第１４条第１ 

項に規定する別表２については、平成１８年度入学を志願する者から適用す

る。 

   附 則 

１ この改正学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

２ 平成１９年度から平成２１年度までの各年度における看護学部看護学科の 

 第３学年編入学定員及び収容定員は、この規則による改正後の金沢医科大学 

 学則第３条の規定にかかわらず次の表のとおりとする。 

年 度 
編入学定員 

（第３学年） 
収容定員 

平成１９年度    ０名    ６０名 

平成２０年度    ０名   １２０名 

平成２１年度   １０名   １９０名 

   附 則 

１ この改正学則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 第２５条に規定する別表４及び別表５については、平成２０年度入学生か 

 ら適用する。 

３ 平成２０年度第１学年次第２学期編入学生については２年目の教育充実費 

 のうち２５０万円を減免する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２２年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２４年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２６年４月１日から施行する。 

   附 則 
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 この改正学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この改正学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この改正学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 第３条の規定にかかわらず、令和２年度から令和９年度までの医学部医学

科の入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとする。 

 

年 度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
入学定員 １０７名 １０７名 １１０名 １１０名 

収容定員 ６５７名 ６５４名 ６５４名 ６５４名 

 

年 度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 
入学定員 １１０名 １１０名 １１０名 １１０名 

収容定員 ６５４名 ６５４名 ６５７名 ６６０名 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類(案) 
 
 
ア 学則変更 (収容定員変更)の内容 

① 医学部医学科について、令和 2年度及び令和 3年度の入学定員 110名をそれぞれ 

107名とし、収容定員 660名を令和 2年度から令和 9年度まで下記のとおり変更する。 

② 実施年度は令和 2年度とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 学則変更(収容定員変更)の必要性 

本学は医学部医学科について、医学部医学科の募集人員減への臨時的な措置を活用し、

これにより平成 31 年度医学部入学試験において入学定員を 6 名超えて 116 名を入学さ

せた。 

令和 2年度以降の入学定員については令和 2年度 3名と令和 3年度 3名を減員とする

ことにより平成 31 年度における入学定員の超過分を解消することとし、今回、入学定

員減の申請を行うに至った。 

 

ウ 学則変更 (収容定員変更)に伴う教育課程等の変更内容 

(ｱ) 教育課程の変更内容 

今回の入学定員減員に伴う措置において、本学では教育課程の変更は行わずとも学生

に対する教育の質は現状どおり担保できるものと考えており、現行の教育課程により今

後とも本学の建学の精神に基づき良医を育成していく。 

本学では、教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）に基づき、各学年の 

カリキュラム体系に応じた科目ごとに到達目標を設定し、それぞれに相応しい教育内容

の授業等を次のとおり行っている。 

第１学年においては、医学生及び社会人としての基盤形成を主眼として、一般教育科 

目を基礎教育科目群と専門準備科目群の二つに区分し授業を行っている。基礎医学専門

教育科目の授業は第１学年後期から第２学年に開講している。第３・４学年には臨床医

学専門教育科目を開講し、見学型臨床実習を第４学年から実施している。第５・６学年

では第１～４学年のカリキュラムで修得した知識・技術・態度を活用し、基本的臨床能

力を修得するための診療参加型臨床実習を開講している。 

また、令和８年度以降、収容定員が増員に転じることとなるが、令和９年度以降は現

年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

入学定員 107 名 107 名 110 名 110 名 110 名 110 名 

収容定員 657 名 654 名 654 名 654 名 654 名 654 名 

年度 令和 8 年度 令和 9 年度 

入学定員 110 名 110 名 

収容定員 657 名 660 名 
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行学則に定める収容定員（６６０名）と同数になるものであり、教育課程の変更は行わ

ずとも、学生に提供する教育の質は従前どおり担保できるものと考えている。 

 (ｲ) 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

教育課程の編成・実施方針（カリキュラムポリシー）に沿った教育方法を行っている 

ため、今回の入学定員減員に伴う教育方法及び履修指導方法の変更は行わずとも、次に

示すように教育現場での対応は可能であり、学生に提供する教育の質は従前どおり担保

できるものと考えている。 

教育方法は講義・演習・実験・実習のいずれか、または併用により行っている。学習

要項には授業科目（ユニット）ごとに授業の概要、本学の到達目標（アウトカム）、ユ

ニットの到達目標（アウトカム）、学習方略、評価、授業スケジュールや事前事後学習

等を明示し、各科目担当者は課題（試験やレポート等）で学生の修学度や到達目標の達

成度等を評価し、学生にフィードバックを行っている。 

第５学年における学内での臨床実習は、一診療科当たりの割振り人数が５～６名の規

模で実施しており、今回の収容定員の変更（減員）については割振り人数の調整の範囲

であり、臨床教育への影響はない。また、学外臨床実習については派遣対象学生が減員

となるので、現在確保している受入れ実習施設の範囲で対応可能である。 

学習指導については、入学時のオリエンテーションで説明している。各学年では毎年

授業開始前にオリエンテーションを行い、学習要項に明示した内容について説明してい

るとともに、それ以外では、学年主任・副主任、指導教員、学生部委員、事務職員が常

時対応し、学生への便宜を図っている。 

また、令和８年度以降、収容定員が増員に転じることとなるが、令和９年度以降は現

行学則に定める収容定員（６６０名）と同数になるものであり、教育方法及び履修指導

方法の変更は行わずとも、学生に提供する教育の質は従前どおり担保できるものと考え

ている。 

 (ｳ) 教員組織の変更内容 

今回の入学定員減員に伴う措置において、教員組織については特に変更しない。現在

の本学の教員数は大学設置基準に定める必要な教員数と比較して大幅に上回っており、

ＰＢＬ方式の少人数教育を特徴とする本学においては、グループ構成人数の微調整で対

応が可能であり、現在と同等以上の教育の質は令和２年度以降も充分担保できるものと

考えている。 

また、令和８年度以降、収容定員が増員に転じることとなるが、令和９年度以降は現

行学則に定める収容定員（６６０名）と同数になるものであり、教員組織を特に変更せ

ずとも、現状の教員組織で現在と同等以上の教育の質が充分担保できるものと考えてい

る。 

 (ｴ) 大学全体の施設・設備の変更内容 

教育施設においては、各学年の基幹講義室は１３０名の学生の受入れが可能であり、

解剖実習室は最大１２８名までの実習が可能である。また、教育設備についても顕微鏡

を使用した実習やパソコンを利用した講義・演習等も学生数に見合った必要な台数を確
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保しているなど、十分な教育環境が整備されており、今回の入学定員減員に伴う措置に

おいても、学生には現状の教育環境で充分な教育が提供できるものと考えている。 

また、令和８年度以降、収容定員が増員に転じることとなるが、令和９年度以降は現

行学則に定める収容定員（６６０名）と同数になるものであり、学生には現状の教育環

境で充分な教育が提供できるものと考えている。 

以上 
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学生の確保の見通し等を記載した書類（案） 

 

 

① 学生の確保の見通し 

ア 医学部入学定員充足の見込み 

医学部の志願者数は過去 5 年間を見ると、2015（平成 27）年度は志願者

数 3,901名、2017（平成 29）年度は 3,974名、2019（平成 31）年度は 4,376

名であった。医学部では教育方針や特色、医師国家試験合格実績などを受験

生に丁寧に説明することによって、今後も安定して入学定員を確保できると

考えている。 

 

イ 医学部入学志願者の状況 

医学部の入学志願者状況は、入学定員 110 名に対し、2015（平成 27）年

度は志願者数 3,901 名、入学者数 110 名、2019（平成 31）年度は志願者数

4,376名、入学者数 110名（追加合格者除く）であり、過去 5年間の平均志

願者倍率は 39.5倍、入学定員充足率は 1.00となっており、安定して志願者、

入学者を確保することができている【資料１参照】。このことから受験生の

本学医学部に対する認知度および期待の高さがうかがえる。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

  2018（平成 30）年度に入試制度を改革した。その骨子は、現行の特別推薦

入学試験（AO 入試）、公募制推薦入学試験、指定校・指定地域推薦入学試験制

度の枠を一旦解消して、新たな特別推薦入学試験（AO 入試）および指定校・

指定地域推薦入学試験制度を導入することや一般入学試験に後期試験を導入

し、文系学生にも門戸を開いた。2019（平成 31）年度は一般入学試験（後期

試験）に、新たに大阪試験場を開設し、受験生の利便性の向上を図ることに

より、西日本地域からの受験生を確保した。 

医学部の学生募集にかかる取り組みとして、高校生や保護者、高校教諭なら

びに医学部進学予備校生や予備校講師への説明やオープンキャンパスの充実、

ホームページなどを通じて様々な大学情報の発信を行っている。 

特に高等学校や予備校への直接的な募集活動に重点を置いている。進学相談

会には積極的に参加し、直接受験生や保護者に本学医学部の教育方針や特色の

説明をしている。また、高校および予備校への訪問は県内や近隣県のみならず、

全国の高校や予備校をくまなく訪問し、進路指導教諭や予備校講師と情報交換

を行っている。 
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今後はオープンキャンパスの参加者に対して、本学の魅力を伝える、興味あ

るプログラムなどを取り入れていき、オープンキャンパス参加者や進学相談会

参加者の出願率や入学率のさらなる向上につながるような説明内容の充実を

図っていく。 

以上 
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【資料１】 

医学部入学志願者及び入学者の状況 

 

                                   （単位：人） 

項目／年度 2015(H27) 2016(H28) 2017(H29) 2018(H30) 2019(H31) 

志願者数 3,901 4,154 3,974 5,304 4,376

合格者数 257 257 248 255 244

入学者数(A) 110 110 110 110 110

入学定員(B) 110 110 110 110 110

定員超過率 A/B 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

 ※表中の人数は、一般入試、ＡＯ入試、推薦入試、編入学入試を合計した人数である。 

 ※2019(H31)年度については、2018(H30)年度入試における追加入学者の人数は含んでいない。 

 



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

神田　享勉
ｶﾝﾀﾞ　ﾂｷﾞﾔｽ

医学博士 金沢医科大学　学長

<平成28年9月> （平成28.9～令和1.8）
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（就任年月）
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学 長 の 氏 名 等

調書
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別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

（医学部医学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
ﾌﾘｶﾞﾅ
氏名

年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現職

申請に係る
大学等の

職務に従事
する週当たり

平均日数

ﾂｼﾞ ﾋﾛﾕｷ

1 専 教授 辻　裕之 医学博士 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 4 教授 5.5日

ﾓﾄｵ ﾖｼﾊﾙ

2 専 教授 元雄　良治 医学博士 放射線総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

腫瘍総論※ 4前 0.1 3

ﾀﾁﾊﾞﾅ ｵｻﾑ

3 専 教授 立花　修 医学博士 神経・精神系※ 4前 0.1 3 教授 5.5日

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

ﾏﾂｲ ﾏｺﾄ

4 専 教授 松井　真 医学博士 神経・精神系※ 4前 0.3 9 教授 5.5日

ｺﾔ ﾀﾞｲｽｹ

5 専 教授 古家　大祐 博士(医学) 内科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 4

ﾋｶﾞｼ ﾉﾌﾞｱｷ

6 専 教授 東　伸明
医学博士、
獣医学修

士
人体の構造 I 1後 0.1 3 教授 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 3.7 112

ｻｶﾓﾄ ｼｹﾞﾙ

7 専 教授 坂本　滋 医学博士 循環器系※ 3前 0.5 15 教授 5.5日

ｺｳﾉ ﾐﾕｷ

8 専 教授 河野　美幸 博士(医学) 成長と発達※ 4前 0.2 5 教授 5.5日

ﾃﾞﾑﾗ ﾉﾎﾞﾙ

9 専 教授 出村　昇 博士(歯学) 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 2 教授 5.5日

ｲｼｻｷ ﾏｻｵ

10 専 教授 石﨑　昌夫 医学博士 医学・医療と社会※ 4前 0.4 11 教授 5.5日

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 4

ｲｲﾂﾞｶ ﾋﾃﾞｱｷ

11 専 教授 飯塚　秀明 医学博士 神経・精神系※ 4前 0.2 7 教授 5.5日

ﾀﾅｶ ﾀﾂﾛｳ

12 専 教授 田中　達朗 医学博士 外科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

腎・尿路系※ 3前 0.1 3

周産期・生殖器系※ 4前 0.2 5

ﾎﾘ ｱﾘﾕｷ

13 専 教授 堀　有行
医学博士、
学術博士

医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.4 8 教授 5.5日

医療プロフェッショナリズムⅡ※ 2前 0.2 7

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 2

視覚系※ 3前 0 1

内科総論※ 3前 0.1 2

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

診療参加型臨床実習入門※ 4前 0 1

ﾏｻｷ ﾔｽﾌﾐ

14 専 教授 正木　康史 博士(医学) 集中講義※ 6通 0.1 2 教授 5.5日

内科総論※ 3前 0 1

血液・免疫系※ 3後 0.3 10

腫瘍総論※ 4前 0 1

病態生理学※ 4前 0.1 3

ﾂﾁｼﾏ ﾑﾂﾐ

15 専 教授 土島　睦 博士(医学) 内科総論※ 3前 0.1 2 教授 5.5日

消化器系※ 3後 0.2 6

ﾆｼｼﾞｮｳ ﾑﾈｺ

16 専 教授 西条　旨子 医学博士 神経・精神系※ 4前 0 1 教授 5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0.1 2

医学・医療と社会※ 4前 0.4 11

介護と在宅医療 4前 1.2 36

ｺｻｶ ﾀｹｵ

17 専 教授 小坂　健夫 医学博士 外科総論※ 3前 0.1 2 教授 5.5日

教 員 の 氏 名 等

1



（医学部医学科）

調書
番号

専任等
区分

職位
ﾌﾘｶﾞﾅ
氏名

年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現職

申請に係る
大学等の

職務に従事
する週当たり

平均日数

教 員 の 氏 名 等

ｼﾏﾀﾞ ｹﾝｲﾁ

18 専 教授 島田　賢一 博士(医学) 外科総論※ 3前 0.1 2 教授 5.5日

耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 3

ｸﾗﾀ ﾔｽﾀｶ

19 専 教授 倉田　康孝 医学博士 呼吸器系※ 2前 0.6 18 教授 5.5日

心臓血管系※ 2前 0.6 18

内分泌・生殖器系※ 2後 0.4 13

医学英語Ⅲ※ 3通 0.2 6

循環器系※ 3前 0 1

呼吸器系※ 3後 0 1

ｲﾄｳ ﾄｵﾙ

20 専 教授 伊藤　透 医学博士 消化器系※ 3後 0 1 教授 5.5日

ｳｴﾀﾞ ﾖｼﾐﾁ

21 専 教授 上田　善道 医学博士 病態病理※ 2後 0.7 21 教授 5.5日

皮膚系※ 3前 0.1 4

循環器系※ 3前 0.6 17

腎・尿路系※ 3前 0.1 3

感染症総論※ 3前 0.1 2

呼吸器系※ 3後 0.4 12

耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 4

病態生理学※ 4前 0.3 10

ｻｻｷ ﾋﾛｼ

22 専 教授 佐々木　洋 博士(医学) 視覚系※ 3前 0.2 6 教授 5.5日

ﾏﾄﾊﾞ ﾑﾈﾀｶ

23 専 教授 的場　宗孝 博士(医学) 放射線総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

血液・免疫系※ 3後 0 1

呼吸器系※ 3後 0 1

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾀｶｼ

24 専 教授 望月　隆 医学博士 微生物学※ 2後 0.1 3 教授 5.5日

皮膚系※ 3前 0.4 13

血液・免疫系※ 3後 0.1 2

ﾜﾄｳ ﾕｷﾋﾛ

25 専 教授 和藤　幸弘 博士(医学) 外科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

麻酔・救急系※ 3後 0.3 10

ｵｶｼﾞﾏ ﾋﾃﾞｱｷ

26 専 教授 岡島　英明
博士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 4 教授 5.5日

ｲｼﾊﾞｼ ﾀｶﾊﾙ

27 専 教授 石橋　隆治 医学博士 生体と薬物※ 2後 1 29 教授 5.5日

循環器系※ 3前 0.3 8

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 2

臨床薬理学・薬物治療学※ 4前 0.1 2

ｶﾈｳｼﾞ ｱﾕﾐ

28 専 教授 兼氏　歩 医学博士 運動器系※ 4前 0.1 2 教授 5.5日

ｶｼﾞﾅﾐ ｺｳｼﾞ

29 専 教授 梶波　康二 医学博士 内科総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

腎・尿路系※ 3前 0 1

循環器系※ 3前 0.6 17

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 2

ｶﾜﾊﾞﾀ ﾋﾛｼ

30 専 教授 川端　浩 博士(医学) 内科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

血液・免疫系※ 3後 0.3 9

ｲﾁｾｷ ﾄｵﾙ

31 専 教授 市堰　徹 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 2 教授 5.5日

ｼﾊﾞﾓﾄ ﾄｼｼｹﾞ

32 専 教授 芝本　利重 医学博士 呼吸器系※ 2前 0.2 6 教授 5.5日

心臓血管系※ 2前 0.6 18

内分泌・生殖器系※ 2後 0.4 13

ﾅｶﾊｼ ﾀｹｼ

33 専 教授 中橋　毅 博士(医学) 内科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日
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ﾓﾘﾓﾄ ｼｹﾞﾄ

34 専 教授 森本　茂人 医学博士 循環器系※ 3前 0.2 5 教授 5.5日

内科総論※ 3前 0.2 5

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

神経・精神系※ 4前 0.1 2

高齢医学※ 4前 0.2 7

ﾌｸｼﾏ ﾄｼﾋﾛ

35 専 教授 福島　俊洋 博士(医学) 腎・尿路系※ 3前 0 1 教授 5.5日

血液・免疫系※ 3後 0.3 10

ｵｵｸﾛ ﾏｻｼ

36 専 教授 大黒　正志 博士(医学) 内科総論※ 3前 0.2 6 教授 5.5日

高齢医学※ 4前 0.2 7

ﾖﾈｸﾗ ﾋﾃﾞﾄ

37 専 教授 米倉　秀人 理学博士 代謝と遺伝 I 1後 0.9 27 教授 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 1.4 42

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

ｶﾄｳ ﾉﾌﾞｵ

38 専 教授 加藤　伸郎 医学博士 腎・尿路系※ 2後 0.2 7 教授 5.5日

消化器系※ 2後 0 1

脳・神経・感覚器系※ 2後 1.2 38

視覚系※ 3前 0 1

神経・精神系※ 4前 0.1 2

ﾖｺﾔﾏ ﾋﾄｼ

39 専 教授 横山　仁 医学博士 腎・尿路系※ 3前 0.4 12 教授 5.5日

循環器系※ 3前 0 1

内科総論※ 3前 0.1 2

集中講義※ 6通 0.1 2

ｶﾜｲ ﾔｽﾕｷ

40 専 教授 河合　康幸 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.3 10 教授 5.5日

ｳｽﾀﾞ ｶﾂｵ

41 専 教授 薄田　勝男 博士(医学) 呼吸器系※ 3後 0.1 4 教授 5.5日

ﾊｯﾀ ﾄｼﾋｻ

42 専 教授 八田　稔久 博士(医学) 人体の構造 I 1後 1.3 40 教授 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 3.7 112

運動器系※ 4前 0 1

組織学※ 2後 1.6 49

発生学※ 2前 0.7 22

ｱﾘｻﾜ ﾄﾐﾔｽ

43 専 教授 有沢　富康 医学博士 内科総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

消化器系※ 3後 0.4 13

集中講義※ 6通 0.1 2

ｻｲｶﾜ ﾕﾀｶ

44 専 教授 犀川　太 医学博士 成長と発達※ 4前 0.2 6 教授 5.5日

ｷﾅﾐ ｼﾝｲﾁ

45 専 教授 木南　伸一 博士(医学) 外科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

消化器系※ 3後 0.1 2

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾅｵﾄ

46 専 教授 渡邉　直人 医学博士 放射線総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

呼吸器系※ 3後 0.1 4

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

周産期・生殖器系※ 4前 0 1

ｳｴﾀﾞ ﾉﾌﾞﾋｺ

47 専 教授 上田　順彦 医学博士 消化器系※ 3後 0.1 3 教授 5.5日

ﾉｸﾞﾁ ﾏｻｸﾆ

48 専 教授 野口　昌邦 医学博士 周産期・生殖器系※ 4前 0 1 教授 5.5日

ｻｻｶﾞﾜ ﾄｼﾕｷ

49 専 教授 笹川　寿之 博士(医学) 周産期・生殖器系※ 4前 0.5 15 教授 5.5日
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ｲｲﾇﾏ ﾖｼﾂｸﾞ

50 専 教授 飯沼　由嗣 博士(医学) 感染症総論※ 3前 0.4 11 教授 5.5日

呼吸器系※ 3後 0 1

血液・免疫系※ 3後 0 1

高齢医学※ 4前 0 1

臨床実習※ 4前 0 1

ｶﾜｻｷ ﾔｽﾋﾛ

51 専 教授 川﨑　康弘 医学博士 神経・精神系※ 4前 0.4 12 教授 5.5日

ﾐｽﾞﾉ ｼﾛｳ

52 専 教授 水野　史朗 博士(医学) 内科総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

呼吸器系※ 3後 0.4 13

集中講義※ 6通 0.1 2

ｷﾖｶﾜ ｴﾂｺ

53 専 教授 清川　悦子 博士(医学) 病態病理※ 2後 0.9 26 教授 5.5日

消化器系※ 3後 0.1 3

ｸﾎﾞ ｴﾘ

54 専 教授 久保　江理 博士(医学) 視覚系※ 3前 0.2 5 教授 5.5日

ﾎﾝﾏ ｻﾄﾙ

55 専 教授 本間　智 博士(医学) 人体の構造 I 1後 0.5 16 教授 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 4.6 139

運動器系※ 4前 0 1

ｲｼｻﾞｷ ﾀｹｼ

56 専 教授 石﨑　武志 医学博士 呼吸器系※ 3後 0 1 教授 5.5日

ﾆｼﾉ ﾖｼｶｽﾞ

57 専 教授 西野　善一 博士(医学) 医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 4 教授 5.5日

内科総論※ 3前 0 1

消化器系※ 3後 0 1

呼吸器系※ 3後 0 1

腫瘍総論※ 4前 0.1 2

医学・医療と社会※ 4前 0.6 19

介護と在宅医療 4前 0.2 5

ﾔｽﾓﾄ ｶｽﾞｵ

58 専 教授 安本　和生 博士(医学) 腫瘍総論※ 4前 0.1 4 教授 5.5日

ﾐｽﾞｶﾐ ﾊｼﾞﾒ

59 専 教授 水上　創 博士(医学) 死と法※ 4前 0.8 23 教授 5.5日

ｳﾗﾓﾄ ﾋﾃﾞﾀｶ

60 専 教授 浦本　秀隆 博士(医学) 呼吸器系※ 3後 0.1 3 教授 5.5日

ｶｻﾏｷ ﾕｳｼﾞ

61 専 教授 笠巻　祐二 医学博士 内科総論※ 3前 0 1 教授 5.5日

ﾋｸﾞﾁ ﾏｻﾔ

62 専 教授 樋口　雅也 博士(医学) 医学英語Ⅲ※ 3通 0.2 6 教授 5.5日

微生物学※ 2後 1.6 47

ｼﾓﾀﾞｲﾗ ｼｹﾞﾀｶ

63 専 教授 下平　滋隆 博士(医学) 腫瘍総論※ 4前 0 1 教授 5.5日

ｵﾅｲ ﾉﾌﾞﾕｷ

64 専 教授 小内　伸幸
博士（医

学）
免疫学※ 2前 0.9 26 教授 5.5日

集中講義※ 6通 0.1 3

ﾔﾏﾀﾞ ｿｳｽｹ

65 専 教授 山田　壮亮 医学博士 病態病理※ 2後 0.6 19 教授 5.5日

内科総論※ 3前 0.2 5

外科総論※ 3前 0 1

循環器系※ 3前 0 1

血液・免疫系※ 3後 0.1 3

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 4

周産期・生殖器系※ 4前 0.1 3

ﾐｽﾞﾀ ｼｭｳｲﾁ

66 専 教授 水田　秀一 医学博士 血液・免疫系※ 3後 0.3 9 教授 5.5日

ﾐﾅﾐ ﾃﾂﾔ

67 専 教授 南　哲弥
博士（医

学）
放射線総論※ 3前 0.1 2 教授 5.5日
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ｱﾝﾄﾞｳ ﾏｺﾄ

68 専 教授 安藤　誠
博士（医

学）
循環器系※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

ﾌﾙｲﾁ ｹﾝｺﾞ

69 専 教授 古市　賢吾
博士（医

学）
腎・尿路系※ 3前 0.3 8 教授 5.5日

ﾊﾔｼ ﾔｽﾋｺ

70 専 教授 林　康彦
博士（医

学）
神経・精神系※ 4前 0.1 2 教授 5.5日

ﾅｶｶﾞﾜ ﾀｶｵ

71 専 教授 中川　敬夫
博士（医

学）
内科総論※ 3前 0.1 3 教授 5.5日

運動器系※ 4前 0.1 2

神経・精神系※ 4前 0.1 2

ﾀｶﾑﾗ ﾋﾛﾕｷ

72 専 教授 高村　博之
博士（医

学）
消化器系※ 3後 0.1 2 教授 5.5日

ｶﾜﾊﾗ ﾉﾘｵ

73 専
教授

（医学部長）
川原　範夫 医学博士 運動器系※ 4前 0.1 2

教授
（医学部長）

5.5日

ｶﾝﾀﾞ ﾂｷﾞﾔｽ

74 専
教授

（学長）
神田　享勉 医学博士 医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.1 1

教授
（学長）

5.5日

ﾂﾂﾐ ﾐｷﾋﾛ

75 専
教授

（学長補佐）
堤　幹宏 医学博士 消化器系※ 3後 0.1 4

教授
（学長補佐）

5.5日

ﾐﾔｻﾞﾜ ｶﾂﾋﾄ

76 専
教授

（学長補佐）
宮澤　克人 医学博士 腎・尿路系※ 3前 0.1 4

教授
（学長補佐）

5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0 1

ﾐﾜ ﾀｶｷ

77 専
教授

（副学長）
三輪　高喜 医学博士 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.2 6

教授
（副学長）

5.5日

ｲﾜﾌﾞﾁ ｸﾆﾖｼ

78 専

教授
（副学長・大
学院医学研

究科長）

岩淵　邦芳 医学博士 代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 1.7 53
教授

（副学長・大学院
医学研究科長）

5.5日

循環器系※ 3前 0 1

代謝と遺伝Ⅰ※ 1後 1.2 35

ﾓﾘﾔ ｼﾞｭﾝｼﾞ

79 専 准教授 守屋　純二 博士(医学) 臨床薬理学・薬物治療学※ 4前 0.1 2 准教授 5.5日

ｻﾄｳ ｶﾂｱｷ

80 専 准教授 佐藤　勝明 博士(医学) 病態病理※ 2後 0.5 15 准教授 5.5日

循環器系※ 3前 0.4 11

神経・精神系※ 4前 0.1 2

病態生理学※ 4前 0.2 6

ﾌｸﾀﾞ ﾏｻﾐﾁ

81 専 准教授 福田　正道 博士(薬学) 視覚系※ 3前 0.1 3 准教授 5.5日

ﾀｶｷﾞ ﾋﾛｱｷ

82 専 准教授 髙木　弘明
博士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.4 11 准教授 5.5日

ﾅｶﾆｼ ﾕﾐｺ

83 専 准教授 中西　由美子 博士(医学) 腫瘍総論※ 4前 0 1 准教授 5.5日

ｷｼﾍﾞ ﾐﾕｷ

84 専 准教授 岸邊　美幸
学士（医

学）
皮膚系※ 3前 0.1 2 准教授 5.5日

ｱｶｵ ﾋﾛﾉﾌﾞ

85 専 准教授 赤尾　浩慶 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.2 5 准教授 5.5日

病態生理学※ 4前 0.1 3

ｵｻﾞｷ ｶｽﾞｱｷ

86 専 准教授 尾﨑　一晶
博士（医

学）
医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.2 3 准教授 5.5日

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.5 15

内科総論※ 3前 0 1

消化器系※ 3後 0.1 3
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ﾑﾗｶﾐ ﾏﾅﾌﾞ

87 専 准教授 村上　学 博士(農学) 総合人間科学Ⅰ 1前 2 30 准教授 5.5日

微生物学※ 2後 0.7 21

ｸﾛｾ ﾉｿﾞﾑ

88 専 准教授 黒瀬　望 博士(医学) 病態病理※ 2後 0.3 10 准教授 5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0.1 3

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 3

ﾔﾏｼﾀ ﾏｻﾉﾌﾞ

89 専 准教授 山下　昌信 博士(医学) 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 3 准教授 5.5日

ｺﾆｼ ｶｽﾞﾉﾘ

90 専 准教授 小西　一典 医学博士 内分泌・代謝系※ 4前 0.3 8 准教授 5.5日

集中講義※ 6通 0.1 2

ﾌｼﾞｵｶ ﾅｶﾊﾞ

91 専 准教授 藤岡　央 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.2 7 准教授 5.5日

ﾅｶｶﾞﾜ ｱﾂｼ

92 専 准教授 中川　淳 医学博士 循環器系※ 3前 0.1 2 准教授 5.5日

内分泌・代謝系※ 4前 0.4 12

病態生理学※ 4前 0.1 3

ｱﾀﾞﾁ ﾋﾛｷ

93 専 准教授 足立　浩樹
博士（医

学）
腎・尿路系※ 3前 0.2 7 准教授 5.5日

病態生理学※ 4前 0.1 2

ﾊﾀﾉ ｴｲｼﾞｭｳ

94 専 准教授 波多野　栄重 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 2 准教授 5.5日

ﾅｶｶﾞﾜ ｹﾝ

95 専 准教授 中川　研 博士(医学) 病態生理学※ 4前 0.1 2 准教授 5.5日

ﾋﾒﾀﾞ ﾄｼｷ

96 専 准教授 姫田　敏樹 博士(薬学) 微生物学※ 2後 0.8 23 准教授 5.5日

ｷﾀﾀﾞ ﾑﾈﾋﾛ

97 専 准教授 北田　宗弘 博士(医学) 内分泌・代謝系※ 4前 0.2 5 准教授 5.5日

ﾅｶﾞﾔﾏ ｼｹﾞﾐ

98 専 准教授 長山　成美 博士(医学) 内科総論※ 3前 0.1 4 准教授 5.5日

循環器系※ 3前 0 1

神経・精神系※ 4前 0.2 6

ｻｸﾗｲ ﾏｻﾙ

99 専 准教授 櫻井　勝 博士(医学) 医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8 准教授 5.5日

循環器系※ 3前 0.1 2

医学・医療と社会※ 4前 0.2 7

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

神経・精神系※ 4前 0 1

ｲｹﾀﾞ ﾀｶﾕｷ

100 専 准教授 池田　崇之
博士(医

学)、障害
科学修士

代謝と遺伝Ⅰ※ 1後 0.3 9 准教授 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 1.1 33

ｼｶﾞ ﾋﾃﾞｱｷ

101 専 准教授 志賀　英明 博士(医学) 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 4 准教授 5.5日

ﾆｼﾌﾞ ｱｷｺ

102 専 准教授 西部　明子 博士(医学) 皮膚系※ 3前 0.2 6 准教授 5.5日

ｶﾅｻｷ ｹｲｿﾞｳ

103 専 准教授 金﨑　啓造 博士(医学) 内分泌・代謝系※ 4前 0.2 5 准教授 5.5日

ﾅｶﾑﾗ ﾏｻｶﾂ

104 専 准教授 中村　正克 博士(医学) 消化器系※ 3後 0.1 3 准教授 5.5日

ﾏｽｵｶ ﾀｶﾖｼ

105 専 准教授 益岡　尚由 博士(薬学) 生体と薬物※ 2後 0.8 24 准教授 5.5日

腎・尿路系※ 3前 0.1 2

循環器系※ 3前 0.2 6

消化器系※ 3後 0.1 3

臨床薬理学・薬物治療学※ 4前 0 1

神経・精神系※ 4前 0.1 3
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ｱｶｻﾞﾜ ｽﾐﾖ

106 専 准教授 赤澤　純代 博士(医学) 内科総論※ 3前 0 1 准教授 5.5日

ﾅｶﾞﾖｼ ﾔｽﾋﾛ

107 専 准教授 永吉　靖弘 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.1 2 准教授 5.5日

ﾄｼｸﾆ ﾉﾌﾞﾕｷ

108 専 准教授 利國　信行 博士(医学) 消化器系※ 3後 0.1 4 准教授 5.5日

ﾂﾁﾔ ﾀｹﾂｸﾞ

109 専 准教授 土谷　武嗣 博士(医学) 循環器系※ 3前 0 1 准教授 5.5日

ﾀﾆﾀﾞ ﾏﾓﾙ

110 専 准教授 谷田　守 博士(医学) 心臓血管系※ 2前 0.6 17 准教授 5.5日

呼吸器系※ 2前 0.2 6

内分泌・生殖器系※ 2後 0.5 15

ﾌｼﾞﾀ ﾋﾃﾞﾄ

111 専 准教授 藤田　秀人 博士(医学) 外科総論※ 3前 0.1 2 准教授 5.5日

消化器系※ 3後 0.1 2

ｳｴﾊﾗ ﾀｶｼ

112 専 准教授 上原　隆 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0.2 7 准教授 5.5日

ｻﾅﾀﾞ ﾐﾂﾙ

113 専 准教授 真田　充 博士(医学) 内科総論※ 3前 0.1 3 准教授 5.5日

神経・精神系※ 4前 0.2 5

ｵﾉ ﾑﾈﾉﾘ

114 専 准教授 小野　宗範 博士(医学) 消化器系※ 2後 0.3 9 准教授 5.5日

腎・尿路系※ 2後 0.2 6

脳・神経・感覚器系※ 2後 0.4 13

ｻｶﾀ ﾋﾛﾐ

115 専 准教授 坂田　ひろみ 博士(医学) 人体の構造 I 1後 1.1 33 准教授 5.5日

発生学※ 2前 0.3 9

組織学※ 2後 1.5 44

人体の構造Ⅰ※ 1後 1.1 112

ｶﾜｲ ﾔｽﾋﾛ

116 専 准教授 河合　泰宏
博士（医

学）
感染症総論※ 3前 0.2 7 准教授 5.5日

ｲﾄｳ ﾃﾂﾌﾐ

117 専 准教授 伊藤　哲史
博士（医

学）
人体の構造Ⅰ※ 1後 0.4 12 准教授 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 4.6 138

ﾀｶｸﾗ ﾏｻﾋﾛ

118 専 准教授 髙倉　正博
博士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.3 9 准教授 5.5日

ｲﾉｸﾁ ﾏｻﾌﾐ

119 専 准教授 井口　雅史
博士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.1 3 准教授 5.5日

ﾂﾓﾄ ｸﾆﾁｶ

120 専 准教授 津元　国親
博士（工

学）
呼吸器系※ 2前 0.2 6 准教授 5.5日

心臓血管系※ 2前 0.6 18

内分泌・生殖器系※ 2後 0.2 6

ﾉﾃﾞﾗ ﾋﾛﾕｷ

121 専 准教授 野寺　裕之
博士（医

学）
神経・精神系※ 4前 0 1 准教授 5.5日

ﾌｼﾞﾓﾄ ｹｲｼﾞ

122 専 講師 藤本　圭司 博士(医学) 腎・尿路系※ 3前 0.2 6 講師 5.5日

ｻﾄｳ ﾋﾄｼ

123 専 講師 佐藤　仁志 博士(医学) 成長と発達※ 4前 0.2 7 講師 5.5日

ｵｲｶﾜ ﾖｳｻﾌﾞﾛｳ

124 専 講師 及川　陽三郎
博士(医

学)、獣医
学修士

微生物学※ 2後 0.7 21 講師 5.5日

ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹﾝｲﾁﾛｳ

125 専 講師 渡邉　健一郎 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0.2 5 講師 5.5日

ﾁｶｻﾞﾜ ｲｯﾍﾟｲ

126 専 講師 近沢　逸平
学士（医

学）
腎・尿路系※ 3前 0 1 講師 5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0 1
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ｼﾓﾃﾞ ﾕｳｿﾞｳ

127 専 講師 下出　祐造 博士(医学) 医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0 1 講師 5.5日

耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 2

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

ｲﾄｳ ﾏｻﾂﾈ

128 専 講師 伊藤　順庸 博士(医学) 成長と発達※ 4前 0.2 6 講師 5.5日

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 2

ﾉｸﾞﾁ ﾐｷ

129 専 講師 野口　美樹
博士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.1 2 講師 5.5日

ﾌｼﾞｷ ﾀｸﾏ

130 専 講師 藤木　拓磨
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 4 講師 5.5日

ﾌｸｲ ｷﾖｶｽﾞ

131 専 講師 福井　清数 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 2 講師 5.5日

ｻｶｲ ｱﾔ

132 専 講師 酒井　あや
博士（医

学）
耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 2 講師 5.5日

ﾊﾔｼ ﾉﾌﾞﾋｺ

133 専 講師 林　伸彦 博士(医学) 消化器系※ 3後 0.1 2 講師 5.5日

ﾄﾞｱｲ ﾏﾘｺ

134 専 講師 道合　万里子
博士（医

学）
視覚系※ 3前 0 1 講師 5.5日

放射線総論※ 3前 0.1 3

ﾔﾏﾓﾄ ﾘｮｳ

135 専 講師 山本　亮 医学博士 脳・神経・感覚器系※ 2後 0.5 14 講師 5.5日

腎・尿路系※ 2後 0.6 16

ｸﾀﾞ ﾕｳｲﾁ

136 専 講師 九田　裕一 博士(医学) 心臓血管系※ 2前 0.4 12 講師 5.5日

呼吸器系※ 2前 0.2 6

内分泌・生殖器系※ 2後 0.2 6

ｲﾘﾀﾆ ｵｻﾑ

137 専 講師 入谷　敦 博士(医学) 高齢医学※ 4前 0.1 3 講師 5.5日

ﾖｼﾄﾐ ﾔｽｵ

138 専 講師 吉冨　泰央
博士(生物

工学)
代謝と遺伝 I 1後 0.3 9 講師 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 0.9 28

ｻｶﾓﾄ ﾀﾞｲｽｹ

139 専 講師 坂本　大輔 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.1 2 講師 5.5日

ﾅｶﾞｻﾜ ｼﾝﾔ

140 専 講師 長澤　晋哉 博士(医学) 介護と在宅医療 4前 1.2 36 講師 5.5日

医学・医療と社会※ 4前 0.3 9

ｵｶﾓﾄ ｶｽﾞﾔ

141 専 講師 岡本　一也 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0.1 3 講師 5.5日

ﾜﾀﾞ ﾄｼｷ

142 専 講師 和田　俊樹 博士(理学) 免疫学※ 2前 0.4 11 講師 5.5日

ﾖｼｻﾞｷ ﾋｻﾖｼ

143 専 講師 吉崎　尚良 博士(医学) 大学基礎セミナー 1前 1 30 講師 5.5日

ｻｶｻｲ ﾘｮｳ

144 専 講師 逆井　良 博士(医学) 総合人間科学Ⅱ 1後 0.4 6 講師 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 0.9 28

代謝と遺伝 I 1後 0.3 8

ﾀｶﾑﾗ ｱｷﾃﾙ

145 専 講師 高村　昭輝
博士（医

学）、修士
（教育学）

医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 1 18 講師 5.5日

医療プロフェッショナリズムⅡ※ 2前 0.2 7

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.6 19

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

内科総論※ 3前 0.1 3
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ﾀﾜ ﾏｻｼ

146 専 講師 田和　正志
博士（医

学）
生体と薬物※ 2後 0.7 20 講師 5.5日

循環器系※ 3前 0.2 7

呼吸器系※ 3後 0 1

臨床薬理学・薬物治療学※ 4前 0.1 2

ﾐﾔﾀ ﾀｶｼ

147 専 講師 宮田　隆司
博士（医

学）
外科総論※ 3前 0.1 2 講師 5.5日

ﾅｶﾞｻﾜ ﾀﾂﾔ

148 専 講師 長澤　達也
博士（医

学）
神経・精神系※ 4前 0.1 3 講師 5.5日

ﾏﾂﾊﾞ ｼﾝﾀﾛｳ

149 専 助教 松葉　慎太郎
博士（医

学）、修士
（薬学）

免疫学※ 2前 0.4 11 助教 5.5日

ﾜｶｻ ﾐﾉﾙ

150 専 助教 若狭　稔 博士(医学) 循環器系※ 3前 0.1 4 助教 5.5日

ｺﾝﾄﾞｳ ﾀﾏｷ

151 専 助教 近藤　環 博士(医学) 放射線総論※ 3前 0.1 3 助教 5.5日

ｻｲﾄｳ ﾀｶｼ

152 専 助教 齊藤　隆 博士(医学) 消化器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ｼﾊﾞﾀ ｼﾝｽｹ

153 専 助教 柴田　伸亮 博士(医学) 視覚系※ 3前 0.1 2 助教 5.5日

ｻｶｲ ﾄﾓﾕｷ

154 専 助教 坂井　知之 博士(医学) 血液・免疫系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ﾀﾁ ﾖｼﾕｷ

155 専 助教 舘　慶之 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾔﾏﾓﾄ ｼﾞｭﾝﾍﾟｲ

156 専 助教 山本　純平 博士(医学) 耳鼻咽喉・口腔系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ﾀｶﾊﾗ ﾕﾀｶ

157 専 助教 髙原　豊
博士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ｺﾐﾅﾐ ﾘｴｺ

158 専 助教 木南　利栄子 博士(医学) 人体の構造Ⅱ 2前 4.6 138 助教 5.5日

ｷﾀﾓﾄ ﾌｸﾐ

159 専 助教 北本　福美
学士（心理

学）
人の行動と心理 1前 1.7 26 助教 5.5日

神経・精神系※ 4前 0.2 5

ﾌｼﾞｲ ﾄｼｷ

160 専 助教 藤井　俊樹
学士（医

学）
皮膚系※ 3前 0.1 4 助教 5.5日

ｺﾊﾞﾔｼ ｱｽﾞｻ

161 専 助教 小林　あずさ 博士(医学) 成長と発達※ 4前 0.1 2 助教 5.5日

ﾏﾂｲ ﾀﾀﾞｼ

162 専 助教 松井　理 博士(理学) 代謝と遺伝Ⅰ※ 1後 0.2 7 助教 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 0.9 28

ｼﾗｶﾞ ｼｭﾝｽｹ

163 専 助教 白神　俊祐
学士（医

学）
神経・精神系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾑﾗｻｶ ｹﾝｼ

164 専 助教 村坂　憲史
学士（医

学）
麻酔・救急系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ﾓﾘﾀ ﾋﾃﾞｷ

165 専 助教 盛田　英樹
学士（医

学）
麻酔・救急系※ 3後 0.2 5 助教 5.5日

ﾅｶﾆｼ ﾒｸﾞﾐ

166 専 助教 中西　恵美 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

病態生理学※ 4前 0.1 3

ｵｲｶﾜ ﾀｸ

167 専 助教 及川　卓 博士(医学) 呼吸器系※ 3後 0.2 5 助教 5.5日

ﾌｼﾞﾓﾄ ﾕｷ

168 専 助教 藤本　由貴 医学博士 呼吸器系※ 3後 0.1 3 助教 5.5日
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ﾋﾛﾑﾗ ｹﾝﾀﾛｳ

169 専 助教 廣村　健太郎 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ｵｶﾀﾞ ﾅｵｷ

170 専 助教 岡田　直樹
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾌｼﾞﾀ ﾉﾌﾞﾕｷ

171 専 助教 藤田　信之
学士（医

学）
視覚系※ 3前 0.2 5 助教 5.5日

ﾓﾘﾀ ﾉﾌﾞﾖ

172 専 助教 森田　展代 博士(医学) 腎・尿路系※ 3前 0 1 助教 5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0 1

ﾀｶﾊｼ ﾄﾓｺ

173 専 助教 髙橋　知子 博士(医学) 放射線総論※ 3前 0 1 助教 5.5日

循環器系※ 3前 0 1

血液・免疫系※ 3後 0.1 2

周産期・生殖器系※ 4前 0 1

ｼﾏｻｷ ﾐﾔｺ

174 専 助教 島崎　都
博士（医

学）
病態病理※ 2後 0.1 4 助教 5.5日

循環器系※ 3前 0.3 8

ｵｵｸﾜ ﾀｶｺ

175 専 助教 大桑　孝子 博士(工学) 微生物学※ 2後 0.7 20 助教 5.5日

ｼﾊﾞﾀ ﾅｵｺ

176 専 助教 柴田　奈央子
学士（医

学）
視覚系※ 3前 0.1 3 助教 5.5日

ﾌｼﾞﾊﾞﾔｼ ｺｳｽｹ

177 専 助教 藤林　幸輔 博士(医学) 循環器系※ 3前 0 1 助教 5.5日

ﾔﾉ ﾋﾛｼ

178 専 助教 矢野　浩
学士（医

学）
高齢医学※ 4前 0.1 2 助教 5.5日

ﾜﾀﾅﾍﾞ ｱﾂｼ

179 専 助教 渡部　厚
学士（医

学）
麻酔・救急系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ﾊｼﾓﾄ ﾚｲｺ

180 専 助教 橋本　玲子 修士(学術) 神経・精神系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾆｯﾀ ﾕｳｽｹ

181 専 助教 新田　佑輔 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0 1 助教 5.5日

ｸﾜﾊﾗ ﾂﾖｼ

182 専 助教 桑原　強
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 4 助教 5.5日

ｼﾉﾐﾔ ｼｮｳﾍｲ

183 専 助教 四宮　祥平 医学博士 呼吸器系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ﾄﾖﾀ ｲﾁﾛｳ

184 専 助教 豊田　一郎
博士（医

学）
放射線総論※ 3前 0.1 3 助教 5.5日

腎・尿路系※ 3前 0 1

周産期・生殖器系※ 4前 0.1 2

ｻﾜﾀﾞ ﾐｵ

185 専 助教 澤田　未央
学士（医

学）
臨床薬理学・薬物治療学※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾊﾔｼ ﾗﾝｼﾞ

186 専 助教 林　蘭仁 博士(医学) 消化器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ｳｼｶﾞﾐ ﾂﾖｼ

187 専 助教 牛上　敢 博士(医学) 皮膚系※ 3前 0.1 3 助教 5.5日

ﾊｯﾀ ｼﾞｭﾝｺ

188 専 助教 八田　順子
博士（医

学）
皮膚系※ 3前 0 1 助教 5.5日

ｷﾊﾗ ﾋﾛｱｷ

189 専 助教 木原　弘晶 博士(医学) 神経・精神系※ 4前 0 1 助教 5.5日

ｼﾐｽﾞ ﾖｼｱｷ

190 専 助教 清水　義朗 博士(医学) 内分泌・代謝系※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾄﾐﾀ ﾔｽﾄ

191 専 助教 富田　泰斗
博士（医

学）
消化器系※ 3後 0.2 5 助教 5.5日

外科総論※ 3前 0.1 3
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ﾂｶﾀﾞ ﾂﾖｼ

192 専 助教 塚田　剛史 博士(医学) 人体の構造 I 1後 0.5 16 助教 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 3.7 112

組織学※ 2後 1.2 37

ﾊﾂｻｶ ﾅﾂｺ

193 専 助教 初坂　奈津子 工学士 視覚系※ 3前 0.1 4 助教 5.5日

ｳｼﾓﾄ ﾄﾓﾕｷ

194 専 助教 牛本　知孝
学士（医

学）
麻酔・救急系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ｶﾄｳ ﾘｮｳ

195 専 助教 加藤　諒 博士(医学) 呼吸器系※ 3後 0.1 3 助教 5.5日

ﾓﾘｵｶ ｴﾐ

196 専 助教 森岡　絵美
学士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾔｽｲ ﾖｼﾄﾓ

197 専 助教 安井　良僚
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 4 助教 5.5日

ﾌｼﾞﾀ ｼﾞｭﾝ

198 専 助教 藤田　純 学士(医学) 外科総論※ 3前 0.1 2 助教 5.5日

消化器系※ 3後 0.1 2

ﾓﾘﾀ ﾀｸﾛｳ

199 専 助教 森田　卓朗
博士（医

学）
高齢医学※ 4前 0.1 2 助教 5.5日

ﾓﾄﾉ ﾉｿﾞﾑ

200 専 助教 本野　望
博士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ｵｵｻｶ ﾔｽﾋﾛ

201 専 助教 大阪　康宏
学士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.2 5 助教 5.5日

ｵｸﾉ ﾀｽﾞｵ

202 専 助教 奥野　太寿生 博士(医学) 医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.1 1 助教 5.5日

高齢医学※ 4前 0.1 2

ｻｶﾓﾄ ｼﾞﾝｲﾁ

203 専 助教 坂本　人一
学士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.2 5 助教 5.5日

ｼｵﾔ ｱｷﾋﾛ

204 専 助教 塩谷　晃広 学士(医学) 病態病理※ 2後 0.4 11 助教 5.5日

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 3

ｼﾊﾞﾀ ﾃｯﾍﾟｲ

205 専 助教 柴田　哲平
博士（医

学）
視覚系※ 3前 0 1 助教 5.5日

ﾂﾁﾔ ﾋﾛｶｽﾞ

206 専 助教 土屋　紘一
学士（医

学）
放射線総論※ 3前 0 1 助教 5.5日

ﾄｷ ｼﾝ

207 専 助教 土岐　真
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾉｼﾞﾘ ﾏｻﾌﾐ

208 専 助教 野尻　正史
博士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ﾐｳﾗ ｾｲｺ

209 専 助教 三浦　聖子
学士(医

学)、学士
(薬学)

外科総論※ 3前 0.1 3 助教 5.5日

消化器系※ 3後 0.1 2

ｶﾜｸﾞﾁ ﾏｻﾋﾄ

210 専 助教 川口　真史 博士(医学) 運動器系※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾋﾒﾉ ﾀﾛｳ

211 専 助教 姫野　太郎
博士（医

学）
高齢医学※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ﾆｼｷ ｶｽﾞｱｷ

212 専 助教 西木　一哲
学士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ﾔﾏﾀﾞ ｶﾎ

213 専 助教 山田　香穂
学士（医

学）
内科総論※ 3前 0 1 助教 5.5日

ﾅｶｾ ｹｲｽｹ

214 専 助教 中瀬　啓介
学士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 2 助教 5.5日

ｶｻｲ ｽｸﾞﾙ

215 専 助教 葛西　傑
学士（医

学）
腫瘍総論※ 4前 0 1 助教 5.5日
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（医学部医学科）
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ﾋｻﾑﾗ ｶｽﾞﾎ

216 専 助教 久村　和穂 博士(医学) 腫瘍総論※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾌﾅｻｷ ｱｲｶ

217 専 助教 船﨑　愛可
学士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0 1 助教 5.5日

ﾀｶﾂｼﾞ ﾋﾃﾞﾋﾄ

218 専 助教 高辻　英仁
博士（医

学）
代謝と遺伝Ⅰ※ 1後 0.2 6 助教 5.5日

代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 0.9 28

ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｻﾑﾈ

219 専 助教 小林　正宗 博士(医学) 死と法※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾀｹｼﾀ ﾋﾛｼ

220 専 助教 竹下　裕史
修士(医科

学)
死と法※ 4前 0 1 助教 5.5日

ﾑﾗｶﾐ ﾕｳｽｹ

221 専 助教 村上　祐介
博士（体育

科学）
医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.2 3 助教 5.5日

大学基礎セミナー 1前 1 30

健康の科学Ⅰ 1前 1.3 38

総合人間科学Ⅰ 1前 2 30

健康の科学Ⅱ 1後 1 30

ｾｷﾑﾗ ｱﾂｼ

222 専 助教 関村　敦
博士（医

学）
呼吸器系※ 3後 0.1 4 助教 5.5日

ﾅｶﾑﾗ ｷﾖｸﾆ

223 専 助教 中村　清邦
学士（医

学）
成長と発達※ 4前 0.1 3 助教 5.5日

ｳﾀﾆ ｺｳｲﾁ

224 専 助教 宇谷　公一
博士（学

術）
微生物学※ 2後 0.6 18 助教 5.5日

ｷﾀｶﾞﾜ ｶﾂﾋﾃﾞ

225 専 助教 北川　勝英
学士（医

学）
循環器系※ 3前 0 1 助教 5.5日

ﾀﾅｶ ﾀｶｼ

226 専 助教 田中　貴士
博士（医

学）
人体の構造 I 1後 0.1 4 助教 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 4.6 138

ｺﾝ ｼﾝ

227 専 助教 郭　シン
博士（医

学）
病態病理※ 2後 0.2 6 助教 5.5日

周産期・生殖器系※ 4前 0 1

内分泌・代謝系※ 4前 0.1 3

ﾋﾗﾔｽ ﾌﾐｼﾞ

228 専 助教 平安　史路
博士（医

学）
免疫学※ 2前 0.3 10 助教 5.5日

ﾅｶﾑﾗ ﾅｵﾋｺ

229 専 助教 中村　直彦
学士（医

学）
外科総論※ 3前 0.1 2 助教 5.5日

ｶｶﾞﾔ ﾐﾕｷ

230 専 助教 加賀谷　美幸
博士（理

学）
人体の構造Ⅱ 2前 4.6 138 助教 5.5日

ﾏｽﾀﾞ ﾅﾂﾐ

231 専 助教 増田　なつみ
博士（農

学）
人体の構造 I 1後 0.4 16 助教 5.5日

人体の構造Ⅱ 2前 3.7 112

組織学※ 2後 1.2 35

ﾀｷｸﾞﾁ ﾄﾓﾔ

232 専 助教 瀧口　知彌
博士（歯

学）
介護と在宅医療 4前 1.2 36 助教 5.5日

ｲｶﾞﾗｼ ﾕｳﾀ

233 専 助教 五十嵐　裕太
学士（医

学）
臨床実習※ 5通 1 40 助教 5.5日

ｲｼｶﾞｷ ﾔｽﾋﾄ

234 兼担 教授 石垣　靖人 博士(薬学) 生命の科学※ 1前 0.4 12 教授

総合人間科学Ⅱ 1後 1.6 24

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

ﾊﾗ ｱｷﾗ

235 兼担 教授 原　亮 文学修士 総合人間科学Ⅰ 1前 2.1 31 教授

大学基礎セミナー 1前 1 30

ドイツ語Ⅰ 1前 1 30

ドイツ語Ⅱ 1後 1 30

総合人間科学Ⅱ 1後 0.1 1
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ｲﾜｲ ｸﾆﾐﾂ

236 兼担 教授 岩井　邦充 医学博士 内科総論※ 3前 0.2 7 教授

循環器系※ 3前 0.1 2

高齢医学※ 4前 0.1 3

ｺｼﾞﾏ ﾏｻﾐ

237 兼担 教授 小島　正美 博士(医学) 視覚系※ 3前 0.1 2 教授

ｺｳﾉ ﾋﾛﾕｷ

238 兼担 教授 甲野　裕之 博士(医学) 免疫学※ 2前 0.1 2 教授

呼吸器系※ 3後 0 1

ｼﾌﾞﾔ ﾖｼﾎ

239 兼担 教授 澁谷　良穂
博士(言語

学)
医学英語Ⅰ－１ 1前 2 59 教授

医学英語Ⅰ－２ 1後 1.9 58

医学英語Ⅱ 2通 2.5 76

医学英語Ⅲ※ 3通 1.1 33

ｼｮｳｼﾞ ﾋﾛｷ

240 兼担 教授 東海林　博樹 博士(理学) 総合人間科学Ⅱ 1後 1.2 18 教授

クリティカル・シンキング 1前 0 1

生命の科学※ 1前 0.6 19

大学基礎セミナー 1前 1 30

生命の科学※ 1前 1 31

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

ﾋﾗﾏﾂ ﾄﾓｺ

241 兼担 教授 平松　知子
博士(保健

学)
医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.1 2 教授

ｲﾜﾜｷ ﾀｶｵ

242 兼担 教授 岩脇　隆夫
博士(ﾊﾞｲｵ
ｻｲｴﾝｽ)

医学英語Ⅲ※ 3通 0.2 6 教授

ｵｻﾅｲ ｶｽﾞﾋﾛ

243 兼担 教授 長内　和弘 医学博士 呼吸器系※ 3後 0.1 3 教授

ﾓﾘｶﾜ ﾕｳｺ

244 兼担
教授

（大学院看護
学研究科長）

森河　裕子 医学博士 介護と在宅医療 4前 1.2 36
教授

（大学院看護学研
究科長）

ﾂﾀﾞ ﾘｮｳｽｹ

245 兼担 准教授 津田　龍佑
博士(体育

学)
健康の科学Ⅰ 1前 1.3 40 准教授

健康の科学Ⅱ 1後 1 31

医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.2 3

大学基礎セミナー 1前 1 30

ｼﾏｻｷ ﾀｹｵ

246 兼担 准教授 島崎　猛夫 博士(医学) 総合人間科学Ⅱ 1後 0.1 2 准教授

消化器系※ 3後 0.1 3

ﾀｻｷ ﾀｶﾌﾐ

247 兼担 准教授 田崎　隆史
博士(獣医

学)
総合人間科学Ⅰ 1前 2 30 准教授

微生物学※ 2後 0.5 16

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

ﾊｼﾓﾄ ﾐﾂﾏｻ

248 兼担 准教授 橋本　光正 博士(薬学) 生命の科学※ 1前 1.4 40 准教授

大学基礎セミナー 1前 1 30

総合人間科学Ⅱ 1後 1.3 20

医学英語Ⅲ※ 3通 0.3 8

ｺｳﾁ ﾑﾈﾋﾛ

249 兼担 准教授 公地　宗弘 文学修士 ドイツ語Ⅰ 1前 1 31 准教授

大学基礎セミナー 1前 1 31

ドイツ語Ⅱ 1後 1 31

総合人間科学Ⅱ 1後 2 30
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ﾎﾝﾀﾞ ｺｳｼﾞﾛｳ

250 兼担 准教授 本田　康二郎
文学修士、
学術修士

医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.6 11 准教授

アカデミック・スキルズ 1前 0.9 27

大学基礎セミナー 1前 1 30

医療と社会Ⅰ※ 1前 1.1 16

医療と社会Ⅱ※ 1後 0.1 1

総合人間科学Ⅱ 1後 1.1 16

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 4

ｲｲﾀﾞ ﾔｽｵ

251 兼担 准教授 飯田　安保
博士(情報

科学)
クリティカル・シンキング 1前 0 1 准教授

大学基礎セミナー 1前 1 30

クリティカル・シンキング 1前 0 1

医学統計※ 1後 2.1 31

総合人間科学Ⅱ 1後 0.4 6

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 2

ｼﾏﾀﾞ ﾋﾛｷ

252 兼担 准教授 島田　ひろき
博士(医

学)、農学
修士

人体の構造 I 1後 0.5 16 准教授

組織学※ 2後 1.6 48

ｵｵﾂｶ ｻﾄｼ

253 兼担 准教授 大塚　哲 博士(医学) 代謝と遺伝Ⅱ※ 2前 0.1 2 准教授

ｵｻﾞｷ ﾏﾓﾙ

254 兼担 講師 尾崎　守 博士(医学) 総合人間科学Ⅱ 1後 0.3 4 講師

ﾀﾆｸﾞﾁ ﾏｺﾄ

255 兼担 講師 谷口　真
博士(生命

科学)
大学基礎セミナー 1前 1 30 講師

ｷｭｳｼﾞ ｶｽﾞﾖｳ

256 兼担 講師 久司　一葉
教育学修

士
総合人間科学Ⅱ 1後 2 30 講師

大学基礎セミナー 1前 1 30

アカデミック・スキルズ 1前 0.9 26

医療プロフェッショナリズムⅡ※ 2前 0.5 14

アカデミック・スキルズ 1前 0.9 26

医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 1 18

ﾏｴﾀﾞ ﾏｻﾖ

257 兼担 講師 前田　雅代
学士（薬

学）
生命の科学※ 1前 1.6 49 講師

大学基礎セミナー 1前 1 30

総合人間科学Ⅱ 1後 1.2 18

ﾌｼﾞﾀ ｻﾄｺ

258 兼担 講師 藤田　智子
博士（医

学）
周産期・生殖器系※ 4前 0.1 3 講師

内分泌・代謝系※ 4前 0 1

ﾊﾞｰｸ ｽﾃｲｰﾌﾞﾝ ﾄｰﾏｽ

259 兼担 講師 Burke Steven Thomas 文学修士 医学英語Ⅰ－１ 1前 1.9 58 講師

医学英語Ⅰ－２ 1後 1.9 57

総合人間科学Ⅱ 1後 2 30

医学英語Ⅱ 2通 2.5 75

医学英語Ⅲ※ 3通 1.3 40

ｳｯｽﾞ ｸﾚｲｸﾞ

260 兼担 講師 Woods, Craig
応用言語
学修士

医学英語Ⅰ－１ 1前 1.9 58 講師

医学英語Ⅰ－２ 1後 1.9 57

医学英語Ⅱ 2通 2.5 75

医学英語Ⅲ※ 3通 1.3 40

ｲｹﾅｶ ﾏｻﾐ

261 兼担 講師 池中　雅美
教育学修

士
医学英語Ⅰ－１ 1前 1.9 58 講師

医学英語Ⅰ－２ 1後 1.9 57

医学英語Ⅱ 2通 2.5 75
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ｲﾉｳｴ ﾄﾓｷ

262 兼担 講師 井上　具規 理学修士 大学基礎セミナー 1前 1 30 講師

総合人間科学Ⅰ 1前 2 30

統計入門※ 1前 1 31

総合人間科学Ⅱ 1後 2 30

医学統計※ 1後 2 30

ｵｸﾀﾞ ｺｳｲﾁ

263 兼担 講師 奥田　光一 博士(医学) 生命の科学※ 1前 0.9 27 講師

大学基礎セミナー 1前 1 30

総合人間科学Ⅱ 1後 1.3 20

ｷｸﾁ ﾀｹｼ

264 兼担 講師 菊地　建至 文学修士 医療プロフェッショナリズム入門※ 1通 0.7 13 講師

クリティカル・シンキング 1前 1 30

総合人間科学Ⅰ 1前 2 30

大学基礎セミナー 1前 1 30

医療と社会Ⅱ※ 1後 1 15

総合人間科学Ⅱ 1後 1.1 16

医療プロフェッショナリズムⅢ※ 3通 0.1 4

ｻｶｲ ﾀﾞｲｽｹ

265 兼担 講師 酒井　大輔
博士（理

学）
生命の科学※ 1前 1 29 講師

生命の科学※ 1前 0.7 20

ｸﾛﾀﾞ ﾅｵﾋﾛ

266 兼担 助教 黒田　尚宏 博士(医学) 情報の科学Ⅰ 1前 1 31 助教

情報の科学Ⅱ 1後 1 31

ﾔﾏｸﾞﾁ ﾅﾘﾖｼ

267 兼任 客員教授 山口　成良 医学博士 神経･精神系 4前 0.1 2
松原病院名誉院

長

ﾉｶﾞﾜ ｺｳｼﾞ

268 兼任 客員教授 能川　浩二 医学博士 医学･医療と社会 4前 0 1
千葉大学名誉教

授

ﾔﾅｷﾞﾊﾗ ﾏｺﾄ

269 兼任 客員教授 柳原　誠 医学博士 皮膚系 3前 0.1 2
医療法人真生会
富山病院皮膚科

部長

ｷﾀｶﾞﾜ ｶｽﾞｺ

270 兼任 客員教授 北川　和子 医学博士 視覚系 3前 0.1 2
金沢医科大学客

員教授

ﾑﾗﾏﾂ ｲｸﾉﾌﾞ

271 兼任 客員教授 村松　郁延 医学博士 生体と薬物 2後 0.1 2
福井大学名誉教

授

ｻﾄｳ ｻﾅｲ

272 兼任 客員教授 佐藤　佐内 医学博士 視覚系 3前 0 1
出田眼科病院医

師

ｵｵﾓﾘ ﾊﾙﾉﾘ

273 兼任 客員教授 大森　治紀 医学博士 脳･神経･感覚器系 2後 0 1
京都大学医学研
究科特任教授

ｵｶﾑﾗ ﾄﾐｵ

274 兼任 客員教授 岡村　富夫 医学博士 生体と薬物 2後 0.1 2
滋賀医科大学名

誉教授

ﾋｶﾞｼ ｺｳﾀﾛｳ

275 兼任 客員教授 東　光太郎 医学博士 放射線総論 3前 0.1 2
浅ノ川総合病院

副病院長

ﾃﾗﾀﾞ ﾏｻﾋｺ

276 兼任 客員教授 寺田　雅彦 博士（医学） 内分泌・代謝系 4前 0 1
金沢医科大学客

員教授

ｼﾐｽﾞ ｱｷﾗ

277 兼任 客員教授 清水　章 博士（医学） 腎・尿路系 3前 0.1 2
日本医科大学医
学部解析人体病

理学　教授

ﾏﾂﾊﾞﾗ ｻﾌﾞﾛｳ

278 兼任 非常勤講師 松原　三郎 医学博士 神経･精神系 4前 0 1 松原病院理事長
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ｴﾉｷﾄﾞ ﾌｻｺ

279 兼任 非常勤講師 榎戸　芙佐子 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2 谷野呉山病院

ﾅｶﾀ ﾐﾉﾘ

280 兼任 非常勤講師 中田　実 医学博士 医学･医療と社会 4前 0 1
金沢医科大学ﾘﾊ
ﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学非

常勤医師

ﾀﾞﾝﾉ ｷｲﾁﾛｳ

281 兼任 非常勤講師 段野　貴一郎 学士（医学） 皮膚系 3前 0.1 2
だんの皮フ科クリ

ニック院長

ﾎﾝﾀﾞ ﾘｭｳﾓﾝ

282 兼任 非常勤講師 本多　隆文 医学博士 医学･医療と社会 4前 0.1 2
金沢医科大学非

常勤講師

ｲｻｲ ﾋﾃﾞﾔ

283 兼任 非常勤講師 井齋　偉矢 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
医療法人静仁会
静仁会静内病院

病院長

ｳﾁﾃﾞ ｷﾖｼ

284 兼任 非常勤講師 打出　喜義 博士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0 1
小松短期大学特

任教授

ﾀｶﾅｶ ﾂﾖｼ

285 兼任 非常勤講師 髙仲　強 博士（医学） 放射線総論 3前 0 1
厚生連高岡病院
放射線治療科診

療科長

ｶﾉｳ ｼｹﾞﾙ

286 兼任 非常勤講師 加納　滋 学士（医学） 耳鼻咽喉･口腔系 3後 0 1
加納耳鼻咽喉科

医院院長

ﾀﾏﾑﾗ ﾋﾛﾔｽ

287 兼任 非常勤講師 玉村　裕保 学士（医学） 放射線総論 3前 0.1 2
福井県立病院陽
子線がん治療セ
ンターセンター長

ﾊﾗ ｼｭｳｲﾁ

288 兼任 非常勤講師 原　修一 薬学博士 死と法 4前 0.1 3
東京医科大学基
礎社会医学系法
医学分野准教授

ﾅｶｶﾞﾜ ﾃﾂﾔ

289 兼任 非常勤講師 中川　哲也 医学博士 放射線総論 3前 0 1
千木病院放射線

科医師

ｵｵﾀﾆ ﾋﾛｼ

290 兼任 非常勤講師 大谷　浩 医学博士 発生学 2前 0.1 3
島根大学医学部
解剖学講座発生

生物学教授

ﾐﾁｸﾗ ﾔｽﾋﾄ

291 兼任 非常勤講師 道倉　康仁 学士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0 1
医療法人社団康

仁会理事長

ｷﾀﾑﾗ ｼｭｳｲﾁ

292 兼任 非常勤講師 北村　修一 学士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0.1 2
永遠幸レディスク

リニック

ﾀﾊﾞﾀ ﾏｻｼ

293 兼任 非常勤講師 田畑　正司 医学博士 医学･医療と社会 4前 0.1 2
石川県予防医学
協会健康管理セ

ンター所長

介護と在宅医療 4前 0.1 2

ｷｸﾁ ｼｭｳｲﾁ

294 兼任 非常勤講師 菊地　修一 医学博士 臨床薬理学・薬物治療学 4前 0.1 2
石川県健康福祉

部次長

ﾖｺﾔﾏ ｵｻﾑ

295 兼任 非常勤講師 横山　修 医学博士 腎・尿路系 3前 0 1
福井大学医学部

教授
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ｱｻｶ ﾐﾂﾋﾛ

296 兼任 非常勤講師 浅香　充宏 博士（医学） 腎・尿路系 3前 0.1 2
心臓血管センター
金沢循環器病院
腎臓内科医師

ﾂﾁﾔ ﾋﾛﾕｷ

297 兼任 非常勤講師 土屋　弘行 医学博士 運動器系 4前 0 1
金沢大学医学部
整形外科教授

ｼｮｳｼﾞｬｸ ﾋﾃﾞｵ

298 兼任 非常勤講師 將積　日出夫 医学博士 耳鼻咽喉･口腔系 3後 0 1
富山大学耳鼻咽
喉科・頭頸部外科

学教授

ﾅﾝﾌﾞ ｱﾂｼ

299 兼任 非常勤講師 南部　篤 医学博士 脳･神経･感覚器系 2後 0.1 3

自然科学研究機
構生理学研究所
統合生理研究系

生体システム研究
部門教授

ﾀﾁ ﾅｵｺ

300 兼任 非常勤講師 舘　奈保子 学士（医学） 視覚系 3前 0 1
真生会富山病院

眼科部長

ｽｴﾏﾂ ｻﾄｼ

301 兼任 非常勤講師 末松　智 芸術学修士 アカデミック・スキルズ 1前 0.3 8
金沢美術工芸大
学非常勤講師

総合人間科学II 1後 2 30

医療プロフェッショナリズム III 3前 0.1 4

ﾖｼﾑﾗ ﾋﾛｼ

302 兼任 非常勤講師 吉村　弘 博士（医学） 脳･神経･感覚器系 2後 0.3 10

徳島大学大学院
ヘルスバイオサイ
エンス研究部口腔
分子生理学分野

教授

ﾊﾔｶﾜ ｻﾄｼ

303 兼任 非常勤講師 早川　智 医学博士 周産期･生殖器系 4前 0 1

日本大学医学部
病態病理学系微
生物学分野主任

教授

ｱﾗｲ ﾄﾐｵ

304 兼任 非常勤講師 新井　冨生 博士（医学） 消化器系 3後 0.1 4
東京都健康長寿
医療センター病理

診断科部長

ｵｵｴﾀﾞ ﾄﾓｺ

305 兼任 非常勤講師 大江田　知子 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
国立病院機構宇
多野病院神経内

科医長

ﾊﾔｼ ﾀｹｼ

306 兼任 非常勤講師 林　剛司 博士（医学） 医学･医療と社会 4前 0.1 2

株式会社日立製
作所日立健康管
理センターセン

ター長

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾃﾞﾄ

307 兼任 非常勤講師 渡辺　秀人 医学博士 病態病理 2後 0.1 3
愛知医科大学分
子科学研究所教

授

ﾀﾅﾍﾞ ﾋﾛｼ

308 兼任 非常勤講師 田邉　洋 博士（医学） 皮膚系 3前 0.1 2
天理よろづ相談
所病院皮膚科部

長

ﾂﾂｲ ｷﾖﾋﾛ

309 兼任 非常勤講師 筒井　清広 博士（医学） 皮膚系 3前 0.1 2
石川県立中央病
院皮膚科診療部

長
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ﾆｼｻﾞﾜ ﾏｺﾄ

310 兼任 非常勤講師 西澤　誠 博士（医学） 内分泌・代謝系 4前 0.1 2
町立宝達志水病

院

ﾀﾉﾅｶ ｺｳｲﾁ

311 兼任 非常勤講師 田野中　浩一 博士（薬学） 生体と薬物 2後 0.1 3

東京薬科大学薬
学部分子細胞病
態薬理学教室教

授

ｶﾈｺ ﾄｼﾛｳ

312 兼任 非常勤講師 金子　利朗 医学博士 周産期･生殖器系 4前 0 1 金子医院院長

ｷﾇﾔ ｾｲｺﾞ

313 兼任 非常勤講師 絹谷　清剛 医学博士 放射線総論 3前 0 1

金沢大学大学院
医薬保健研究域
医学系核医学教

授

ﾅｶｲ ﾏｽｵ

314 兼任 非常勤講師 仲井　培雄 博士（医学） 医療プロフェッショナリズム入門 1前 0.1 1
医療法人和楽仁/
社会福祉法人陽

翠水理事長

ｵｵﾑﾗ ﾏｻｱｷ

315 兼任 非常勤講師 大村　雅章 美術修士 総合人間科学I 1前 1.9 29
金沢大学教育学

部教授

ｻｻｷ ﾂｷﾞﾋｻ

316 兼任 非常勤講師 佐々木　次壽 学士（医学） 視覚系 3前 0 1 佐々木眼科院長

ﾖｼｻﾞｷ ﾄﾓｶｽﾞ

317 兼任 非常勤講師 吉崎　智一 医学博士 耳鼻咽喉･口腔系 3後 0 1

金沢大学大学院
医学系研究科感
覚運動病態学教

授

ﾐｿﾞｶﾐ ｱﾂｼ

318 兼任 非常勤講師 溝上　敦 博士（医学） 腎・尿路系 3前 0 1

金沢大学大学院
医薬保健学総合
研究科泌尿器集
学的治療学教授

ｱｶｲ ﾀｸﾔ

319 兼任 非常勤講師 赤井　卓也 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
富山大学医学部
脳神経外科講師

ﾔｷﾞ ﾃﾂﾔ

320 兼任 非常勤講師 八木　哲也 博士（医学） 感染症総論 3前 0.1 2

名古屋大学大学
院医学系研究科
臨床感染統御学

教授

ﾖｼｵｶ ﾀｶｺ

321 兼任 非常勤講師 義岡　孝子 博士（医学） 内科総論 3前 0 1
国立成育医療研
究センター病理診

断部統括部長

ﾌｼﾞｲ ﾘｮｳﾀ

322 兼任 非常勤講師 藤井　亮太 博士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0 1
向陽台クリニック

院長

ﾖｼﾀﾞ ｶﾂｼ 

323 兼任 非常勤講師 由田　克士　 博士（医学） 医学･医療と社会 4前 0.1 2
大阪市立大学大
学院生活科学研

究科教授

ｲﾁｷ ﾏｻﾋｺ

324 兼任 非常勤講師 市来　真彦 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
東京医科大学精
神医学講座准教

授
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ｱﾝｻﾞｲ ﾅｵﾋｺ

325 兼任 非常勤講師 安西　尚彦 博士（医学） 生体と薬物 2後 0.1 3
千葉大学大学院
医学研究院薬理

学教授

ﾆｼﾔﾏ ｽｽﾑ

326 兼任 非常勤講師 西山　進 博士（医学） 血液･免疫系 3後 0.1 3
倉敷成人病セン
ターリウマチ科主

任部長

ﾌｼｷ ﾋﾛｱｷ

327 兼任 非常勤講師 伏木　宏彰 博士（医学） 耳鼻咽喉･口腔系 3後 0.1 2
目白大学保健医
療学部言語聴覚

学科教授

ｱｲｶﾜ ﾋﾛｶｽﾞ

328 兼任 非常勤講師 相川　広一 博士（医学） 医学･医療と社会 4前 0 1
石川県健康福祉
部健康推進課課

長

ﾉﾎﾞﾘｻｶ ﾕｶ

329 兼任 非常勤講師 登坂　由香 博士（医学） 医学･医療と社会 4前 0 1
社会医療法人財
団松原愛育会松

原病院医師

ｵｵｸﾎﾞ ﾀｶﾖｼ

330 兼任 非常勤講師 大久保　孝義 博士（医学） 医学･医療と社会 4後 0.1 2
帝京大学医学部
衛生学公衆衛生

学教授

ﾏﾂﾀﾞ ﾜｺﾄ

331 兼任 非常勤講師 松田　和郎 博士（医学） 人体の構造II 2前 0.1 3
京都ゆうゆうの里

所長

ｼﾓﾃﾞﾗ ｼﾝｼﾞ

332 兼任 非常勤講師 下寺　信次 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
高知大学医学部
精神神経科学准

教授

ｷﾀﾑﾗ ﾋﾛｼ

333 兼任 非常勤講師 北村　寛 博士（医学） 腎・尿路系 3前 0 1
富山大学腎泌尿
器科学講座教授

ﾄﾐｻﾞﾜ ﾋﾃﾞｷ

334 兼任 非常勤講師 富澤　英樹 学士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0 1
公立能登総合病
院産婦人科部長

ﾔﾏﾔ ﾋﾃﾞｷ

335 兼任 非常勤講師 山谷　秀喜 学士（医学） 腎・尿路系 3前 0.1 2
飯山赤十字病院

内科医師

ﾌｸｼﾏ ﾏﾅ

336 兼任 非常勤講師 福島　万奈 博士（医学） 病態病理 2後 0.1 3
愛媛大学医学部
付属病院病理部

講師

ｱﾝﾄﾞｳ ﾋﾄｼ

337 兼任 非常勤講師 安藤　仁 博士（医学） 臨床薬理学・薬物治療学 4前 0.1 3

金沢大学医薬保
健研究域医学系
（細胞分子機能

学）教授

ﾀｶｼﾏ ﾏｻﾕｷ

338 兼任 非常勤講師 高島　雅之 博士（医学） 耳鼻咽喉･口腔系 3後 0 1
医療法人社団幸
仁会たかしま耳鼻

咽喉科院長

ﾅｶﾞｲ ｺｳﾀ

339 兼任 非常勤講師 永井　康太 博士（医学） 視覚系 3前 0.1 2 永井眼科院長
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ﾉﾀﾞ ﾐｶ

340 兼任 非常勤講師 野田　実香 学士（医学） 視覚系 3前 0 1
金沢医科大学非

常勤講師

ｵｶ ﾔｽｺ

341 兼任 非常勤講師 岡　康子 博士（医学） 周産期･生殖器系 4前 0.1 2
小松市民病院医

師

ﾓﾘ ｼﾝｼﾞﾛｳ

342 兼任 非常勤講師 森　晋二郎 博士（医学） 死と法 4前 0.1 3
東京都監察医務
院監察医室医長

監察医

ｲｼｻﾞｷ ﾔｽｺ

343 兼任 非常勤講師 石﨑　康子 博士（医学） 皮膚系 3前 0.1 2
いしざき皮ふ科ク

リニック院長

ﾊﾗ ｼｹﾞｵ

344 兼任 非常勤講師 原　重雄 博士（医学） 病態病理 2後 0.1 3

神戸市立医療セ
ンター中央市民病
院病理診断科部

長代行

ｳｻﾐ ﾏｻﾋﾃﾞ

345 兼任 非常勤講師 宇佐美　政英 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 2
国立国際医療研
究センター国府台

病院

ﾅﾝｺﾞｳ ｴｲｼｭｳ

346 兼任 非常勤講師 南郷　栄秀 博士（医学） 医療プロフェッショナリズム III 3後 0.1 4
JCHO東京城東病

院総合診療科

ﾏﾂﾀﾞ ﾖｳｺ

347 兼任 非常勤講師 松田　陽子 博士（医学） 消化器系 3後 0.1 4
東京都健康長寿
医療センター病理

診断科医長

ﾌｸﾔﾏ ﾄﾓｷ

348 兼任 非常勤講師 福山　智基 博士（医学） 消化器系 3後 0 1
医療法人福山会
福山医院医師

内科総論 3前 0 1

ﾅｶﾞｵ ﾐｷ

349 兼任 非常勤講師 長尾　美紀 博士（医学） 感染症総論 3前 0.1 2

京都大学大学院
医学研究科臨床
病態検査学准教

授

ﾔｽﾀﾞ ﾖｼﾌﾐ

350 兼任 非常勤講師 安田　佳史 博士（医学） 運動器系 4前 0 1
特定医療法人扇
翔会南が丘病院
整形外科医師

ｱﾘｶﾜ ﾄﾓﾋﾛ

351 兼任 非常勤講師 有川　智博 博士（医学） 組織学 2前 0.1 2

東北医科薬科大
学医学部医学教
育推進センター准

教授

ｻﾜｷ ﾄｼｵｷ

352 兼任 非常勤講師 澤木　俊興 博士（医学） 血液･免疫系 3後 0.1 3
沼津市立病院リ
ウマチ科医長

ｷﾀﾀﾞﾃ ﾏｻﾀｶ

353 兼任 非常勤講師 北楯　優隆 博士（医学） 放射線総論 3前 0.1 2
庄内地区健康管

理センター
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ﾋﾗﾀ ｴｲｼｭｳ

354 兼任 非常勤講師 平田　英周 博士（医学） 病態病理 2後 0.1 3

金沢大学がん進
展制御研究所腫
瘍細胞生物学研
究分野准教授

ｵｵﾊｼ ﾘｳｺ

355 兼任 非常勤講師 大橋　瑠子 学士（医学） 病態病理 2後 0.1 3
新潟大学医学部
病理組織標本セ

ンター助教

消化器系 3後 0.1 2

ｶｲﾄ ﾑｲﾁ

356 兼任 非常勤講師 垣内　無一 博士（医学） 神経･精神系 4前 0.1 3
医療法人生仁会
須田病院医師

ｶﾈｺ ｾｲｼﾞ

357 兼任 非常勤講師 金子　聖司 博士（医学） 運動器系 4前 0.1 2
公立宇出津総合
病院整形外科医

長

ﾅｶｶﾞﾜ ｼﾝﾀﾛｳ

358 兼任 非常勤講師 中川　慎太郎 博士（医学） 運動器系 4前 0 1
宇出津総合病院
整形外科医長

ｲﾜﾅｶﾞ ﾄﾓﾕｷ

359 兼任 非常勤講師 岩永　知幸 博士（医学） 皮膚系 3前 0 1
株式会社ポーラ

ファルマ医薬研究
所副主任研究員

ｲｾｷ ﾊﾔﾄ

360 兼任 非常勤講師 井関　隼 学士（医学） 臨床講義 5通 0.6 18
学校法人日本教
育財団首都医校

教務部

注）「担当授業科目の名称」欄の※は、オムニバス形式。
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